〔資 料〕妙高山霊光寺所蔵『妙極堂遺稿』翻刻と解題(1) by 寺津 麻理絵 et al.
［
解
題
Ⅰ
］
覚
彦
浄
厳
と
『
妙
極
堂
遺
稿
』
に
つ
い
て
※
妙
高
山
霊
光
寺
所
蔵
『
妙
極
堂
遺
稿
』
（
写
本
、
全
七
冊
）
を
翻
刻
紹
介
す
る
。
妙
極
堂
は
、
江
戸
湯
島
宝
林
山
大
悲
心
院
霊
雲
寺
開
山
覚
彦
浄
厳
（
一
六
三
九
丨
一
七
〇
二
）
の
こ
と
で
あ
っ
て
、
当
該
書
冊
は
浄
厳
の
遺
稿
を
正
徳
五
年
（
一
七
一
五
）
十
二
月
に
門
弟
の
義
慧
曦
（
霊
雲
寺
第
三
世
）
ら
が
集
成
し
た
も
の
で
あ
る
。
霊
光
寺
は
千
葉
県
市
原
市
椎
津
に
所
在
し
、
堀
河
天
皇
の
寛
治
年
間
（
一
〇
八
七

一
〇
九
三
）
の
草
創
と
伝
え
、
不
動
明
王
を
本
尊
と
し
て
不
動
院
と
称
し
た
と
い
う
が
、
し
か
し
同
寺
蔵
の
『
過
去
霊
簿
』
や
現
住
職
櫻
井
密
嚴
師
編
著
『
霊
光
寺
歴
代
住
持
拾
録
』
に
よ
る
と
、
元
禄
年
間
（
一
六
八
八
一
七
〇
三
）
以
前
の
同
寺
の
動
静
を
伝
え
る
文
書
資
料
が
見
当
ら
ず
、
寛
治
か
ら
元
禄
に
い
た
る
約
六
百
年
間
の
寺
史
が
空
白
の
ま
ま
で
あ
る
。
現
在
、
霊
光
寺
は
信
貴
山
真
言
宗
に
属
す
る
が
、
か
つ
て
は
江
戸
湯
島
の
如
法
真
言
律
宗
総
本
山
宝
林
山
霊
雲
寺
の
末
寺
で
あ
っ
て
、
歴
代
住
職
も
霊
雲
寺
開
山
浄
厳
二
世
戒
慧
光
三
世
義
慧
曦
の
血
脈
を
曳
く
律
僧
が
多
く
、
そ
う
し
た
法
縁
か
ら
柳
沢
大
河
内
朽
木
等
の
諸
藩
主
は
じ
め
、
久
留
里
城
主
黒
田
家
の
外
護
を
受
け
、
祈
願
寺
ま
た
如
法
真
言
律
の
学
問
寺
と
し
て
隆
盛
を
誇
っ
た
。
現
本
尊
の
智
証
大
師
円
珍
作
と
い
う
不
動
明
王
像
は
、
徳
川
五
代
将
軍
綱
吉
の
側
衆
で
あ
っ
た
高
崎
城
主
松
平
右
京
大
夫
輝
貞
の
奉
納
と
伝
え
ら
れ
る
が
、
輝
貞
は
城
下
に
大
染
寺
を
建
立
し
て
霊
雲
二
世
を
継
ぐ
前
の
慧
光
を
請
じ
て
八
年
間
住
持
せ
し
め
た
ほ
ど
の
如
法
真
言
律
宗
の
外
護
者
だ
っ
た
。
明
治
維
新
後
は
か
つ
て
の
面
目
を
次
第
に
失
い
な
が
ら
も
、
か
た
く
な
に
律
院
学
問
寺
と
し
て
存
続
し
て
き
た
が
、
し
か
し
時
代
の
変
遷
に
抗
し
得
ず
、
律
院
と
し
て
無
檀
家
で
あ
っ
た
こ
と
も
一
因
し
、
太
平
洋
戦
争
後
は
ま
っ
た
く
荒
廃
し
た
。
そ
れ
が
昭
和
五
十
三
年
（
一
九
七
八
）
に
櫻
井
密
嚴
師
が
十
九
世
に
晋
住
し
、
以
来
営
々
た
る
努
力
を
紡
い
で
、
現
今
よ
う
や
く
往
時
の
寺
観
を
取
り
戻
す
ま
で
に
復
興
せ
ら
れ
た
。
な
お
霊
光
寺
が
宝
林
山
霊
雲
寺
の
配
下
に
な
っ
た
の
は
元
禄
五
年
（
一
六
九
二
）
八
月
五
日
の
こ
と
で
あ
る
。
許
状
が
現
存
し
、
そ
れ
に
は
霊
雲
寺
綱
維
戒
慧
光
同
綱
維
慧
球
祥
光
の
署
名
が
あ
り
、
不
動
院
戒
純
房
宛
に
下
付
さ
れ
て
い
る
。
霊
雲
寺
が
建
立
さ
れ
た
の
は
元
禄
四
年
（
一
六
九
一
）
八
月
の
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
不
動
院
は
開
創
ま
も
な
い
霊
雲
寺
に
配
下
寺
院
と
し
て
加
わ
る
こ
と
を
願
い
出
た
の
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
霊
雲
一
派
に
加
え
ら
れ
た
の
を
機
に
、
不
動
院
を
改
め
て
妙
高
山
霊
光
寺
を
称
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
※
浄
厳
は
寛
永
十
六
年
（
一
六
三
九
）
十
一
月
二
十
三
日
、
河
内
国
錦
部
郡
鬼
住
村
（
現
、
大
阪
府
河
内
長
野
市
神
ガ
丘
）
に
、
こ
の
地
の
累
代
荘
官
で
あ
っ
た
上
田
氏
の
道
雲
を
父
に
、
同
村
秦
氏
の
妙
忍
を
母
と
し
、
三
男
四
女
の
末
子
と
し
て
生
ま
れ
た
。
幼
時
か
ら
秀
才
の
名
高
く
、
み
ず
か
ら
空
経
と
称
し
、
葷
羶
を
厭
い
、
女
人
の
近
づ
く
を
嫌
う
「
生
ま
れ
な
が
ら
の
僧
」 １
で
あ
っ
た
。
慶
安
元
年
（
一
六
四
八
）
十
歳
に
し
て
高
野
山
に
上
り
、
筒
井
順
慶
の
息
と
い
う
悉
地
院
雲
雪
を
師
と
し
て
剃
髪
し
覚
彦
雲
農
と
称
し
、
後
に
焉
求
山
人
虚
白
子
無
等
子
三
等
子
妙
極
堂
な
ど
と
号
し
た
。
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学
苑
第
八
八
六
号
二
九
～
九
一
（
二
〇
一
四
八
）
妙
高
山
霊
光
寺
所
蔵
『
妙
極
堂
遺
稿
』
翻
刻
と
解
題
（
１
）
寺
津
麻
理
絵
関
口
靜
雄
〔
資
料
〕
［
浄
厳
蓮
体
家
系
］
妙
意
尼
貞
意
尼
蓮
体
［
本
浄
妙
厳
］
上
田
道
雲
玄
沢
道
清
妙
忍
尼
空
経
［
覚
彦
浄
厳
］
明
暦
三
年
（
一
六
五
七
）
七
月
、
師
の
雲
雪
が
遷
化
す
る
と
、
釈
文
院
朝
遍
を
師
と
し
て
同
院
に
移
り
、
初
め
て
高
野
山
学
侶
に
交
衆
し
た
。
万
治
元
年
（
一
六
五
八
）
六
月
、
南
院
良
意
に
従
っ
て
安
流
の
許
可
を
受
け
、
寛
文
元
年
（
一
六
六
一
）
正
月
に
は
安
流
の
伝
法
阿
闍
梨
位
を
受
け
た
。
二
十
三
歳
の
時
で
あ
る
。
し
か
し
同
九
年
（
一
六
六
九
）
十
一
月
、
法
弟
賢
龍
の
指
導
を
巡
っ
て
法
兄
頼
周
と
間
隙
を
生
じ
、
頼
周
の
怨
讐
を
避
け
て
翌
十
年
（
一
六
七
〇
）
九
月
中
旬
故
郷
鬼
住
村
に
下
山
し
た
。
だ
が
す
ぐ
に
南
院
良
意
の
命
が
あ
っ
て
上
山
し
た
と
こ
ろ
、
二
十
八
日
夜
、
懼
れ
て
い
た
頼
周
か
ら
刃
傷
を
受
け
た
。
再
び
下
山
し
て
鬼
住
村
で
養
生
し
、
翌
十
一
年
（
一
六
七
一
）
正
月
、
師
朝
遍
が
遷
化
し
た
の
を
機
に
高
野
山
の
交
衆
を
辞
し
た
。
す
る
と
間
も
な
く
九
月
に
父
道
雲
が
、
十
一
月
に
は
家
兄
道
清
が
没
す
る
不
幸
に
遭
っ
た
。
寛
文
十
二
年
（
一
六
七
二
）
三
十
四
歳
の
時
、
正
月
に
儀
軌
を
書
写
し
て
師
朝
遍
亡
父
道
雲
亡
兄
道
清
の
菩
提
を
弔
う
と
、
父
道
雲
の
俗
宅
地
に
如

庵
を
建
て
、
翌
十
三
年
三
月
に
は
和
泉
神
鳳
律
寺
の
快
円
に
従
っ
て
菩
戒
を
受
け
て
浄
厳
と
改
名
し
た
。
延
宝
五
年
（
一
六
七
七
）
五
月
十
三
日
、
自
説
の
如
法
真
言
律
の
道
場
と
し
て
如
庵
を
改
め
て
薬
樹
山
延
命
寺
を
創
建
し
、
さ
ら
に
同
七
年
（
一
六
七
九
）
に
は
叡
尊
ゆ
か
り
の
河
内
八
尾
の
南
都
西
大
寺
末
の
獅
子
吼
山
教
興
寺
を
尊
学
忍
空
よ
り
譲
ら
れ
て
再
興
し
た
。
以
後
は
根
本
仏
教
回
帰
の
た
め
戒
律
復
興
に
邁
進
し
て
新
安
祥
寺
流
を
開
創
し
、
真
言
密
教
の
修
行
法
を
統
一
し
よ
う
と
腐
心
し
た
。
そ
れ
と
と
も
に
真
言
宗
の
布
教
に
も
つ
と
め
、
衆
庶
の
も
と
め
に
応
じ
て
近
隣
の
河
内
和
泉
摂
津
は
い
う
ま
で
も
な
く
、
播
磨
淡
路
備
後
讃
岐
、
ま
た
遠
く
江
戸
下
総
上
州
に
ま
で
教
化
の
歩
を
運
ん
だ
。浄
厳
は
民
衆
の
支
持
信
頼
を
集
め
た
ば
か
り
で
な
く
、
鬼
住
村
の
領
主
本
多
忠
恒
は
じ
め
、
四
国
高
松
の
松
平
頼
重
な
ど
諸
大
名
の
帰
依
も
得
た
。
な
か
で
も
五
代
将
軍
綱
吉
の
側
用
人
柳
沢
保
明
は
元
禄
三
年
（
一
六
九
〇
）
十
月
、
江
戸
深
川
霊
巌
島
の
別
業
に
浄
厳
を
請
じ
て
瑞
雲
庵
に
住
ま
わ
せ
、
翌
四
年
（
一
六
九
一
）
三
月
に
は
、
「
大
学
」
を
講
ず
る
た
め
に
保
明
邸
を
訪
れ
た
将
軍
綱
吉
に
、
知
足
院
隆
光
や
金
地
院
崇
覚
ら
に
加
え
て
浄
厳
に
も
経
を
講
じ
さ
せ
て
い
る
。
時
に
浄
厳
五
十
三
歳
、
こ
れ
が
将
軍
綱
吉
に
謁
見
し
た
最
初
で
あ
っ
た
。
以
後
綱
吉
の
篤
信
を
得
、
さ
ら
に
保
明
の
推
挙
に
よ
っ
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薬樹山延命寺 嘉永6年刊『西国三十三名所図会』
（臨川書店「版本地誌体系」2、1991.4に拠る）
霊雲寺 天保7年刊『江戸名所図会』
（有朋堂文庫「江戸名所図会」3、1914.5に拠る）
覚彦浄厳墓 宝林山妙極院
て
同
四
年
八
月
二
十
二
日
、
幕
府
よ
り
湯
島
（
現
、
東
京
都
文
京
区
湯
島
）
に
三
千
五
百
余
坪
の
地
領
と
金
三
百
両
を
下
賜
さ
れ
、
幕
府
永
代
の
祈
願
所
と
し
て
宝
林
山
霊
雲
寺
を
建
立
し
た
。
そ
の
三
年
後
の
元
禄
七
年
（
一
六
九
四
）
六
月
に
は
、
霊
雲
寺
は
関
八
州
真
言
律
の
本
寺
を
命
じ
ら
れ
て
い
る
。
以
後
、
浄
厳
は
江
戸
市
中
に
お
い
て
も
熱
心
な
布
教
活
動
を
行
い
、
真
言
宗
の
高
僧
と
し
て
名
を
馳
せ
た
が
、
み
ず
か
ら
は
権
勢
を
も
と
め
ず
、
生
前
か
ら
「
今
大
師
」
「
今
弘
法
」
と
讃
え
ら
れ
た
生
涯
を
、
懐
か
し
い
河
南
の
延
命
寺
に
帰
る
こ
と
な
く
、
元
禄
十
五
年
（
一
七
〇
二
）
六
月
二
十
七
日
、
六
十
四
歳
で
終
え
、
翌
日
谷
中
の
妙
極
院
（
現
、
台
東
区
池
之
端
）
に
葬
ら
れ
た
。
浄
厳
は
高
野
山
に
在
山
の
折
、
顕
密
を
修
学
し
て
若
干
二
十
三
歳
に
し
て
伝
法
阿
闍
梨
と
な
り
、
諸
流
派
の
統
合
と
修
法
の
革
新
を
図
っ
て
悉
曇
学
な
ど
の
講
座
を
開
い
た
が
、
交
衆
の
一
部
か
ら
嫉
視
さ
れ
て
刃
傷
を
受
け
た
の
だ
っ
た
。
こ
れ
が
高
野
下
山
の
大
き
な
理
由
で
あ
る
が
、
延
宝
元
年
（
一
六
七
三
）
三
十
五
歳
の
三
月
に
、
律
三
僧
坊
の
一
つ
で
あ
る
和
泉
の
大
鳥
山
神
鳳
律
寺
の
真
政
円
忍
の
弟
子
快
円
慧
空
に
従
っ
て
住
吉
地
蔵
院
で
菩
戒
を
受
け
て
浄
厳
と
改
名
し
て
か
ら
は
、
京
都
仁
和
寺
の
尊
寿
院
顕
證
と
真
乗
院
孝
源
に
従
っ
て
西
院
流
を
受
法
し
、
真
政
円
忍
や
、
の
ち
に
生
駒
山
宝
山
寺
を
開
い
た
宝
山
湛
海
、
黄
檗
の
鉄
眼
道
光
、
ま
た
野
中
寺
一
派
と
交
流
し
つ
つ
、
戒
律
遵
守
の
風
潮
が
ま
っ
た
く
沈
滞
し
て
い
た
真
言
律
の
復
興
を
目
指
し
て
盛
ん
に
活
動
を
展
開
し
た
。
唐
僧
鑑
真
が
苦
難
の
末
に
も
た
ら
し
た
戒
律
は
、
出
家
者
が
行
住
坐
臥
つ
ね
に
実
践
す
べ
き
日
常
規
範
の
は
ず
で
あ
る
が
、
持
戒
の
志
は
つ
ね
に
失
わ
れ
る
も
の
で
も
あ
っ
て
、
鎌
倉
時
代
に
は
興
福
寺
の
解
脱
貞
慶
や
西
大
寺
の
思
円
房
叡
尊
唐
招
提
寺
の
窮
情
房
覚
盛
ら
が
戒
律
復
興
と
慈
善
救
済
事
業
に
励
み
、
ま
た
近
世
初
期
に
は
京
都
槙
尾
西
明
寺
の
明
忍
房
俊
正
が
先
陣
を
切
っ
た
戒
律
復
興
の
浄
風
が
槙
尾
山
西
明
寺
大
鳥
山
神
鳳
寺
青
龍
山
野
中
寺
の
律
三
僧
坊
を
生
み
、
そ
こ
か
ら
多
く
の
優
れ
た
律
僧
を
輩
出
し
、
戒
律
復
興
の
波
は
た
び
た
び
繰
り
返
し
起
こ
さ
れ
た
。
浄
厳
は
そ
う
し
た
戒
律
復
興
時
代
の
浄
風
の
中
で
生
ま
れ
育
ち
、
持
戒
清
浄
の
日
常
を
堅
固
に
実
践
し
た
律
僧
で
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
て
お
い
て
よ
い
。
［
近
世
律
師
略
系
譜
］
俊
正
槙
尾
山
明
忍
西
明
寺
賢
俊
良
永
高
野
山
真
別
処
真
政
円
忍
大
鳥
山
神
鳳
寺
快
円
慧
空
住
吉
地
蔵
院
空
心
契
沖
鎌
八
幡
円
珠
庵
豪
潮
寛
海
尾
張
長
栄
寺
宝
山
生
駒
山
湛
海
宝
山
寺
覚
彦
浄
厳
延
命
寺
霊
雲
寺
聆
堂
河
内
河
内
松
林
寺
大
通
平
野
大
融
観
念
仏
寺
惟
宝
蓮
体
河
内
地
蔵
寺
僧
護
法
隆
寺
叡
弁
北
室
院
慈
忍
慧
猛
青
龍
山
野
中
寺
慈
門
信
光
青
龍
山
野
中
寺
戒
山
慧
堅
近
江
安
養
寺
湛
堂
慧
淑
近
江
安
養
寺
慈
雲
飲
光
河
内
高
貴
寺
光
雲
海
如
長
谷
寺
能
満
院
※
霊
雲
寺
編
『
霊
雲
寺
』 ２
は
、
浄
厳
の
生
涯
の
行
業
を
次
の
よ
う
に
一
覧
し
て
い
る
。
剃
髪
弟
子
四
三
六
人
授
結
縁
灌
頂
者
三
十
万
四
千
五
十
五
人
授
三
帰
五
戒
八
戒
十
念
等
者
一
百
五
十
万
余
人
講
経
筵
席
数
三
十
九
部
一
百
三
十
五
処
二
千
八
百
七
十
六
会
諸
儀
軌
伝
授
五
回
大
日
経
疏
伝
授
七
十
八
会
一
回
述
書
四
六
五
部
右
を
見
る
と
、
浄
厳
が
授
け
た
結
縁
灌
頂
者
が
三
十
万
四
千
余
人
、
ま
た
三
帰
五
戒
八
戒
十
念
等
を
授
け
た
者
が
一
百
五
十
万
余
人
で
あ
り
、
そ
の
厖
大
な
数
に
驚
く
。
結
縁
灌
頂
は
、
目
隠
し
を
し
た
受
者
が
、
諸
尊
仏
が
描
か
れ
た
敷
曼
陀
羅
の
上
に
花
を
投
げ
て
、
落
ち
た
と
こ
ろ
の
仏
と
縁
を
結
ぶ
儀
式
で
、
そ
の
仏
が
結
縁
者
の
生
涯
の
守
護
仏
に
な
る
と
い
う
。
こ
の
儀
式
は
『
江
戸
名
所
図
会
』
巻
三
に
霊
雲
寺
の
伽
藍
図
に
添
え
て
「
目
隠
し
は
覚
彦
比
丘
が
元
祖
な
り
」
の
古
川
柳
と
、
芭
蕉
門
の
宝
井
其
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角
（
一
六
六
一
一
七
〇
七
）
の
「
灌
頂
の
闇
よ
り
い
で
て
桜
か
な
」
の
句
が
記
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
浄
厳
が
民
衆
を
教
化
す
る
た
め
に
創
案
し
た
も
の
だ
っ
た
。
こ
の
方
法
は
衆
庶
を
信
仰
の
道
に
容
易
に
導
き
、
結
縁
者
に
仏
を
身
近
な
も
の
と
感
じ
さ
せ
た
か
ら
道
俗
貴
賤
に
受
け
入
れ
ら
れ
て
厖
大
な
結
縁
者
を
生
じ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
浄
厳
は
単
に
結
縁
灌
頂
を
受
け
さ
え
す
れ
ば
仏
縁
を
結
ぶ
こ
と
が
で
き
る
と
し
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
五
戒
八
戒
十
念
の
授
与
に
お
い
て
さ
え
、
受
け
る
に
は
ま
ず
精
進
潔
斎
を
さ
せ
る
な
ど
し
、
こ
と
に
よ
っ
て
は
厳
重
な
誓
約
に
血
判
を
捺
さ
せ
て
ま
で
し
て
そ
の
履
行
を
も
と
め
た
の
で
あ
り
、
種
々
印
版
し
た
弁
財
天
女
地
蔵
菩

不
動
明
王
な
ど
の
形
像
、
つ
ま
り
御
影
ふ
だ
や
真
言
陀
羅
尼
等
を
授
与
す
る
際
に
は
紙
墨
料
の
負
担
を
も
と
め
、
厳
重
な
日
課
を
誓
約
さ
せ
て
い
た
。
こ
の
こ
と
が
却
っ
て
衆
庶
の
浄
厳
に
対
す
る
信
頼
と
帰
依
を
深
め
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
結
縁
灌
頂
や
受
戒
に
、
そ
の
功
徳
や
利
益
霊
験
を
期
待
す
る
民
衆
は
、
そ
れ
を
持
戒
堅
固
の
清
僧
か
ら
正
し
い
作
法
に
よ
っ
て
受
け
て
こ
そ
効
験
が
発
揮
さ
れ
る
こ
と
を
知
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
浄
厳
は
霊
力
に
も
す
ぐ
れ
、
霊
雲
寺
開
山
以
前
に
も
延
宝
六
年
（
一
六
七
八
）
四
月
、
讃
州
善
通
寺
誕
生
院
主
に
招
か
れ
て
法
華
経
を
講
じ
た
折
に
雨
請
い
を
し
て
霊
験
を
示
し
た
の
を
は
じ
め
、
諸
国
で
種
々
祈
の
霊
験
を
示
し
て
い
た
。
浄
厳
の
俗
甥
で
、
十
二
歳
で
弟
子
と
な
り
、
二
十
九
年
間
と
い
う
生
涯
の
大
半
を
師
に
随
侍
し
た
惟
宝
蓮
体
（
一
六
六
三
一
七
二
六
）
の
『
浄
厳
大
和
尚
行
状
記
』
『
浄
厳
大
和
尚
霊
徳
記
』
は
、
浄
厳
の
霊
験
の
数
々
を
記
し
て
い
る
が
、
晩
年
の
元
禄
十
三
年
（
一
七
〇
〇
）
五
月
に
は
将
軍
綱
吉
よ
り
柳
沢
保
明
の
病
気
平
癒
祈
を
命
じ
ら
れ
て
愛
染
明
王
法
を
修
し
て
効
験
が
あ
り
、
翌
十
四
年
（
一
七
〇
一
）
正
月
に
は
綱
吉
息
女
鶴
姫
の
疱
瘡
平
癒
祈
を
行
ず
る
に
、
愛
染
供
を
修
し
て
平
復
の
霊
験
を
示
し
て
い
る
。
『
徳
川
実
紀
』
元
禄
四
年
（
一
六
九
一
）
八
月
二
十
二
日
条
に
「
此
ご
ろ
真
言
僧
覚
彦
は
有
験
の
聞
え
あ
り
し
か
ば
。
こ
れ
よ
り
先
柳
沢
出
羽
守
保
明
が
薦
挙
に
て
見
参
し
。
府
に
駐
錫
の
地
を
給
は
る
べ
し
と
て
。
本
郷
湯
島
の
閑
地
三
千
五
百
余
坪
を
給
ひ
新
寺
を
建
立
せ
し
め
ら
る
。
ま
た
保
明
が
邸
に
め
し
金
三
百
両
た
ま
ひ
構
造
の
費
に
あ
て
ら
れ
。
今
よ
り
永
く
天
下
泰
平
の
御
祈
丹
精
を
抽
べ
き
旨
を
命
ず
」 ３
と
あ
る
よ
う
に
、
新
寺
す
な
わ
ち
宝
林
山
霊
雲
寺
開
山
は
浄
厳
の
祈
に
「
有
験
の
聞
え
あ
り
し
」
ゆ
え
で
あ
っ
た
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
ま
た
、
述
書
は
四
六
五
部
と
い
う
。
こ
れ
も
厖
大
だ
。
蓮
体
の
元
禄
十
五
年
（
一
七
〇
二
）
十
二
月
に
し
た
『
浄
厳
大
和
尚
行
状
記
』
は
、
浄
厳
の
主
著
と
さ
れ
る
『
悉
曇
三
密
鈔
』
七
巻
『
弁
惑
指
南
』
四
巻
『
普
通
真
言
蔵
』
三
巻
は
じ
め
十
六
部
が
版
行
流
布
し
、
『
二
教
論
通
解
』
『
梵
網
古
迹
集
解
』
『
悉
曇
字
記
那
地
鈔
』
な
ど
十
三
部
が
未
梓
行
だ
と
い
い
、
そ
の
ほ
か
に
「
秘
密
諸
尊
次
第
口
訣
要
鈔
等
」
が
三
百
余
巻
も
存
す
る
と
伝
え
て
い
る
。
浄
厳
の
著
作
の
本
領
は
お
そ
ら
く
こ
の
「
秘
密
諸
尊
次
第
口
訣
要
鈔
等
」
に
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
『
浄
厳
大
和
尚
霊
徳
記
』
に
「
諸
尊
法
ノ
表
白
等
ヲ
バ
必
ズ
自
ラ
製
作
シ
玉
フ
」
と
伝
え
る
よ
う
に
、
既
存
の
儀
軌
や
真
言
の
字
義
句
義
に
り
の
多
い
こ
と
を
常
々
嘆
い
て
い
た
浄
厳
か
ら
す
れ
ば
、
そ
れ
は
当
然
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
折
々
行
わ
れ
る
法
会
法
要
に
関
わ
る
こ
と
が
あ
れ
ば
、
浄
厳
は
次
第
を
改
訂
新
訂
し
、
あ
る
い
は
表
白
教
化
を
も
草
し
て
は
旧
弊
を
刷
新
し
続
け
た
の
で
あ
る
。※
蓮
体
の
『
浄
厳
大
和
尚
霊
徳
記
』
に
「
平
生
ノ
著
述
、
詩
歌
行
伝
記
碑
銘
等
七
巻
ア
リ
」
と
あ
っ
て
、
お
そ
ら
く
こ
れ
が
『
妙
極
堂
遺
稿
』
を
指
す
も
の
と
思
わ
れ
る
。
霊
光
寺
に
『
妙
極
堂
遺
稿
』
が
所
蔵
さ
れ
る
に
い
た
っ
た
経
緯
の
詳
細
は
不
明
で
あ
る
が
、
管
見
で
は
『
妙
極
堂
遺
稿
』
を
称
す
る
書
冊
は
他
に
見
出
し
え
ず
、
霊
光
寺
所
蔵
本
が
唯
一
と
思
わ
れ
る
。
霊
光
寺
は
如
法
真
言
律
宗
一
派
へ
の
極
め
て
早
い
参
加
寺
院
で
あ
っ
て
、
霊
光
寺
歴
代
に
は
霊
雲
寺
開
山
浄
厳
は
じ
め
二
世
慧
光
三
世
慧
曦
か
ら
直
接
薫
陶
を
受
け
、
安
祥
寺
流
を
相
承
し
た
者
が
少
な
く
な
い
。
た
と
え
ば
霊
光
寺
初
世
戒
純
等
珠
近
住
は
、
不
動
院
を
霊
雲
寺
配
下
に
な
る
こ
と
を
申
請
し
た
そ
の
人
で
あ
る
か
ら
浄
厳
や
慧
光
の
謦
咳
に
触
れ
て
い
な
い
は
ず
は
な
く
、
二
世
覚
円
證
心
は
慧
光
の
弟
子
で
、
慧
曦
に
依
止
し
た
人
で
あ
り
、
三
世
祥
雲
慧
龍
と
四
世
本
瑞
光
雲
も
と
も
に
慧
光
の
弟
子
で
あ
っ
た
。
霊
光
寺
に
伝
蔵
さ
れ
る
事
相
書
次
第
書
類
の
写
本
に
は
、
そ
の
底
本
に
浄
厳
の
自
筆
本
を
採
っ
た
も
の
が
多
い
こ
と
か
ら
も
、
霊
雲
寺
開
山
浄
厳
の
遺
稿
集
で
あ
る
『
妙
極
堂
遺
稿
』
が
伝
え
ら
れ
て
い
て
も
不
思
議
で
は
な
い
。
霊
光
寺
所
蔵
『
妙
極
堂
遺
稿
』
七
巻
七
冊
は
、
正
徳
五
年
（
一
七
一
五
）
十
二
月
に
、
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の
ち
に
霊
雲
寺
三
世
を
継
い
だ
浄
厳
門
弟
の
慧
曦
ら
に
よ
っ
て
年
次
順
に
編
纂
さ
れ
た
遺
稿
集
で
あ
る
。
そ
の
年
次
構
成
と
奥
書
を
一
覧
す
る
と
次
の
よ
う
で
あ
る
。
・
第
一
冊
巻
一
慶
安
三
年
（
一
六
五
〇
、
十
二
歳
）～
承
応
二
年
（
一
六
五
三
、
十
五
歳
）
（
奥
書
）
右
遺
稿
巻
之
一
正
徳
五
（
一
七
一
五
）
乙
未
年
十
一
月
廿
八
日
取
稿
本
而
正
字
乱
編
次
之
畢
比
丘
慧
曦
・
第
二
冊
巻
二
承
応
二
年
（
一
六
五
三
、
十
五
歳
）～
万
治
三
年
（
一
六
六
〇
、
二
十
二
歳
）
（
奥
書
）
妙
極
堂
遺
稿
二
之
巻
浄
書
之
了
光
済
・
第
三
冊
巻
三
寛
文
元
年
（
一
六
六
一
、
二
十
三
歳
）～
寛
文
三
年
（
一
六
六
三
、
二
十
五
歳
）
（
奥
書
）
妙
極
堂
遺
稿
三
之
巻
依
稿
本
浄
書
之
了
正
徳
五
年
（
一
七
一
五
）
十
一
月
三
十
日
沙
門
光

・
第
四
冊
巻
四
寛
文
四
年
（
一
六
六
四
、
二
十
六
歳
）～
寛
文
八
年
（
一
六
六
八
、
三
十
歳
）
（
奥
書
）
右
遺
稿
四
之
巻
浄
書
之
了
斯
之
巻
乱
脱
差
誤
殊
多
且
依
草
本
写
之
比
丘
慧
曦
・
第
五
冊
巻
五
寛
文
九
年
（
一
六
六
九
、
三
十
一
歳
）～
寛
文
十
二
年
（
一
六
七
二
、
三
十
四
歳
）
（
奥
書
）
妙
極
堂
遺
稿
五
之
巻
浄
書
之
了
泰
禅
・
第
六
冊
巻
六
寛
文
十
三
年
（
一
六
七
三
、
三
十
五
歳
）～
天
和
二
年
（
一
六
八
二
、
四
十
四
歳
）
（
奥
書
）
右
遺
稿
巻
之
第
六
以
妙
極
堂
真
筆
之
草
本
而
浄
書
之
畢
時
正
徳
五
龍
次
十
二
月
朔
日
沙
門
光
鑑
・
第
七
冊
巻
七
天
和
二
年
（
一
六
八
二
、
四
十
四
歳
）～
元
禄
十
二
年
（
一
六
九
九
、
六
十
一
歳
）
（
奥
書
）
妙
極
堂
遺
稿
七
之
巻
浄
書
之
了
慧
実
右
に
見
る
よ
う
に
、
奥
書
に
「
取
稿
本
」
（
巻
一
）
「
依
稿
本
浄
書
之
」
（
巻
三
）

「
依
草
本
写
之
」
（
巻
四
）
「
以
妙
極
堂
真
筆
之
草
本
而
浄
書
之
」
（
巻
六
）
な
ど
と
あ
り
、
「
草
本
」
も
「
稿
本
」
も
浄
厳
の
真
蹟
を
い
う
も
の
と
思
わ
れ
る
か
ら
、
こ
れ
が
浄
厳
真
蹟
を
底
本
と
し
て
書
写
編
集
さ
れ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
浄
厳
真
蹟
の
文
集
は
、
行
武
善
胤
氏
『
霊
雲
叢
書
解
題
』 ４
に
よ
れ
ば
、
初
期
の
も
の
を
『
滑
稽
集
』
と
呼
び
、
の
ち
に
『
虚
斎
漫
稿
』
あ
る
い
は
『
虚
白
道
人
集
』
と
称
し
た
と
い
い
、
霊
雲
寺
に
所
蔵
さ
れ
る
『
虚
斎
漫
稿
』
（
七
巻
）
は
真
蹟
で
、
慧
曦
ら
が
編
集
し
た
霊
雲
寺
所
蔵
『
妙
極
堂
遺
稿
』
の
原
本
だ
と
い
う
。
行
武
氏
が
大
正
五
年
（
一
九
一
六
）
の
時
点
で
霊
雲
寺
所
蔵
と
い
う
『
妙
極
堂
遺
稿
』
が
、
現
在
霊
光
寺
に
所
蔵
さ
れ
る
『
妙
極
堂
遺
稿
』
と
同
一
本
か
ど
う
か
不
明
だ
が
、
し
か
し
霊
光
寺
所
蔵
『
妙
極
堂
遺
稿
』
の
巻
一
奥
書
に
「
取
稿
本
而
正
字
校
乱
編
次
之
畢
」
、
巻
四
奥
書
に
「
浄
書
之
了
斯
之
巻
乱
脱
差
誤
殊
多
且
依
草
本
写
之
」
、
ま
た
「
妙
極
堂
遺
稿
叙
」
に
「
於
是
編
次
」
と
慧
曦
は
記
し
て
い
る
か
ら
、
『
妙
極
堂
遺
稿
』
（
霊
光
寺
所
蔵
）
は
た
だ
単
に
『
虚
斎
漫
稿
』
を
書
写
浄
書
し
た
だ
け
の
も
の
で
は
な
い
。
『
滑
稽
集
』
『
虚
白
道
人
集
』
『
虚
斎
漫
稿
』
の
い
ず
れ
も
散
佚
し
て
伝
わ
ら
ず
、
『
妙
極
堂
遺
稿
』
も
現
在
は
霊
雲
寺
に
所
蔵
さ
れ
て
い
な
い
か
ら
、
浄
厳
の
真
蹟
を
底
本
と
し
て
書
写
編
集
さ
れ
た
霊
光
寺
所
蔵
の
『
妙
極
堂
遺
稿
』
は
、
浄
厳
自
選
の
文
集
の
面
影
を
宿
し
て
い
る
も
の
と
推
量
さ
れ
て
貴
重
で
あ
る
。
『
妙
極
堂
遺
稿
』
に
は
浄
厳
作
の
詩
文
銘
賛
縁
起
表
白
行
状
墓
誌
等
が
収
め
ら
れ
て
い
て
、
蓮
体
の
『
浄
厳
大
和
尚
行
状
記
』
『
浄
厳
大
和
尚
霊
徳
記
』
は
じ
め
諸
伝
記
類
に
記
さ
れ
た
浄
厳
の
行
実
を
確
か
め
る
こ
と
が
で
き
、
ま
た
諸
伝
記
類
に
も
見
ら
れ
ぬ
少
年
期
青
年
期
の
詩
文
は
、
そ
の
日
常
の
断
片
を
伝
え
て
い
て
伝
記
の
間
隙
を
埋
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
か
つ
て
上
田
霊
城
師
が
大
著
『
浄
厳
和
尚
伝
記
史
料
集
成
』 ５
の
な
か
で
『
妙
極
堂
遺
稿
』
を
解
題
し
て
、
浄
厳
和
尚
は
そ
の
生
存
中
よ
り
弘
法
大
師
の
再
来
と
風
評
さ
れ
て
い
た
が
、
師
の
思
想
な
り
行
動
な
り
が
大
師
に
傾
倒
し
て
い
た
点
か
ら
み
て
決
し
て
不
当
な
風
評
で
は
な
い
。
大
師
の
没
後
、
そ
の
詩
文
が
、
門
弟
真
済
に
よ
っ
て
十
巻
に
ま
と
め
ら
れ
『
性
霊
集
』
と
名
付
け
て
伝
え
ら
れ
た
。
今
又
、
浄
厳
の
詩
文
が
門
弟
に
よ
っ
て
編
集
さ
れ
た
こ
と
は
、
大
師
再
来
の
信
仰
が
霊
雲
門
下
に
根
づ
き
つ
つ
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
妙
極
堂
遺
稿
叙
の
冒
頭
に
「
夫
陶
二
冶
性
霊
一
吐
二
露
情
実
一
云
々
」
と
慧
曦
が
述
べ
て
い
る
の
は
恐
ら
く
『
性
霊
集
』
を
ふ
ま
え
て
の
修
辞
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。『
妙
極
堂
遺
稿
』
の
編
纂
が
霊
雲
門
下
に
「
大
師
再
来
の
信
仰
」
が
根
づ
き
つ
つ
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
お
り
、
そ
れ
が
真
済
編
『
性
霊
集
』
を
意
識
し
て
の
も
の
で
あ
っ
た
と
す
る
霊
城
師
の
慧
眼
は
尊
い
。
『
妙
極
堂
遺
稿
』
は
浄
厳
研
究
の
必
須
資
料
で
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、
近
世
真
言
密
教
史
上
に
お
い
て
も
ま
こ
と
に
重
要
な
資
料
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
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※『
妙
極
堂
遺
稿
』
の
編
纂
に
関
わ
っ
た
の
は
慧
曦
光
済
光

泰
禅
光
鑑

慧
実
の
六
名
で
あ
る
が
、
第
一
冊
巻
一
の
冒
頭
に
「
妙
極
堂
遺
稿
叙
」
を
記
し
、
奥
書
に
「
取
稿
本
而
正
字
乱
編
次
之
畢
」
と
編
纂
の
基
本
方
針
を
記
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
遺
稿
編
纂
の
主
導
者
は
慧
曦
で
あ
っ
た
こ
と
は
明
ら
か
だ
。
霊
雲
寺
第
三
世
義

慧
曦
（
字
は
義
山
に
も
作
る
。
一
六
七
九
一
七
四
七
）
は
泉
州
式
下
郡
宮
古
村
の
人
で
、
元
禄
初
年
（
一
六
八
八
）
に
浄
厳
に
謁
し
て
弟
子
と
な
り
、
初
め
慧
泰
と
称
し
、
無
礙
堂
と
号
し
た
。
元
禄
五
年
（
一
六
九
二
）
十
四
歳
の
時
、
湯
島
霊
雲
寺
道
場
で
胎
蔵
界
壇
、
翌
年
金
剛
界
壇
へ
の
入
壇
を
果
た
し
た
が
、
浄
厳
没
後
は
専
ら
二
世
戒
慧
光
に
師
事
し
、
享
保
十
二
年
（
一
七
二
七
）
慧
光
が
南
都
東
大
寺
戒
壇
院
長
老
に
晋
山
転
住
す
る
と
、
師
命
に
よ
っ
て
霊
雲
寺
三
世
を
継
い
だ
。
四
十
九
歳
の
こ
と
で
あ
る
。
以
後
霊
雲
寺
の
教
線
拡
大
に
尽
力
し
た
が
、
延
享
三
年
（
一
七
四
六
）
四
世
に
筑
後
東
林
寺
の
慧
鑑
法
明
律
師
を
薦
め
て
支
院
に
退
隠
し
、
翌
四
年
（
一
七
四
七
）
六
月
病
没
し
た
。
寿
六
十
九
、
所
は
妙
極
院
に
あ
り
、
開
山
浄
厳
の
墓
石
に
並
ん
で
い
る
。
第
二
冊
巻
二
を
浄
書
し
た
光
済
は
霊
雲
寺
二
世
慧
光
の
弟
子
で
、
霊
雲
寺
塔
頭
宝
光
院
四
世
を
継
い
だ
人
物
で
、
享
保
十
七
年
（
一
七
三
二
）
七
月
、
義
彦
光
天
の
霊
雲
寺
灌
頂
殿
に
お
け
る
大
比
丘
戒
授
与
に
慧
曦
以
下
、
証
明
師
と
し
て
、
慧
実
證
心
（
霊
光
寺
二
世
）
と
と
も
に
参
席
し
、
翌
十
八
年
（
一
七
三
三
）
二
月
に
は
、
東
大
寺
戒
壇
の
再
興
が
成
就
し
、
そ
の
慶
讃
法
要
に
霊
雲
一
門
と
と
も
に
出
仕
し
て
い
る
。
師
の
慧
光
は
享
保
十
九
年
（
一
七
三
四
）
十
二
月
四
日
夜
、
六
十
九
歳
で
遷
化
し
た
が
、
そ
の
直
前
再
び
起
ち
が
た
い
こ
と
を
知
っ
て
門
下
の
光
国
光
範
光
済
を
召
し
、
後
事
を
戒
示
し
て
来
往
に
規
矩
し
た
。
三
人
は
そ
の
遺
戒
に
行
業
を
付
し
て
『
南
都
東
大
寺
慧
光
長
老
御
遺
戒
』
一
巻
を
編
じ
た
。
第
六
冊
巻
六
を
真
筆
の
草
本
を
も
っ
て
浄
書
し
た
沙
門
光
鑑
（
一
六
九
三
一
七
一
八
）
は
、
正
徳
五
年
（
一
七
一
五
）
二
世
慧
光
か
ら
受
鉢
戒
を
受
け
た
弟
子
で
、
霊
雲
寺
塔
頭
五
大
院
主
を
継
い
だ
が
、
『
霊
雲
第
二
世
住
持
録
』
（
巻
四
）
享
保
三
年
（
一
七
一
八
）
八
月
十
八
日
条
に
、
慧
光
み
ず
か
ら
、
「
十
八
日
巳
之
下
剋
、
弟
子
沙
弥
寂
忍
諱
光
鑑
行
年
二
十
有
六
不
幸
而
死
。
稟
性
和
順
、
臨
終
要
期
往
生
兜
率
、
哀
悼
	堪
」
と
記
し
、
そ
の
早
世
を
哀
惜
し
て
い
る
。
光
鑑
は
二
十
二
歳
の
折
、
『
遺
稿
』
の
編
纂
業
に
参
加
し
た
の
で
あ
る
が
、
正
徳
三
年
（
一
七
一
三
）
十
八
歳
の
と
き
『
宝
林
宝
蔵
書
籍
目
録
』
一
巻
を

述
し
た
俊
才
で
あ
っ
た
。
第
七
冊
巻
七
を
浄
書
し
た
慧
実
は
、
慧
光
の
『
秘
密
比
丘
戒
体
記
』
に
「
享
保
六
年
辛
丑
六
月
十
二
日
、
優
婆
駄
耶
於
灌
頂
殿
、
為
メ
ニ
二
慧
弁
名
智
厳
海
印
名
者
覚
吽
直
乗
名
者
密
龍

寂
淵
名
者
恵
実
宝
厳
名
者
遍
界
五
沙
弥
ノ一
、
聴
二
説
示
一
」
と
見
え
る
寂
淵
恵
実
と
思
わ
れ
る
。
と
す
る
と
、
慧
実
は
、
蓮
体
慧
光
慈
妙
と
と
も
に
浄
厳
門
下
の
四
天
王
と
称
さ
れ
た
慧
球
祥
光
（
一
六
六
七
一
七
〇
一
）
の
高
足
で
、
享
保
十
六
年
（
一
七
三
一
）
に
霊
雲
寺
塔
頭
五
大
院
主
と
な
り
、
の
ち
に
河
内
延
命
寺
五
世
を
継
い
だ
人
で
あ
る
。
な
お
、
第
三
冊
巻
三
を
浄
書
し
た
光
と
、
第
五
冊
巻
五
を
浄
書
し
た
泰
禅
の
行
実
に
つ
い
て
は
『
妙
極
堂
遺
稿
』
の
ほ
か
知
る
と
こ
ろ
を
得
な
い
。
し
か
し
右
記
し
た
四
名
の
行
歴 ６
か
ら
推
し
て
、
慧
光
あ
る
い
は
慧
曦
の
弟
子
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
『
妙
極
堂
遺
稿
』
の
編
纂
事
業
に
は
、
早
世
し
た
寂
忍
光
鑑
の
よ
う
に
、
宝
林
の
俊
秀
が
選
抜
さ
れ
た
も
の
と
考
え
て
よ
か
ろ
う
。
こ
の
た
び
霊
光
寺
住
職
櫻
井
密
嚴
師
よ
り
格
別
の
御
理
解
を
い
た
だ
き
、
『
妙
極
堂
遺
稿
』
全
文
の
影
印
翻
刻
を
許
さ
れ
た
。
深
甚
の
謝
意
を
表
し
、
御
礼
を
申
上
げ
る
。
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紙本著色 義慧曦絵像（部分）
118.9×57.6cm 妙高山霊光寺蔵
注1
『
浄
厳
大
和
尚
行
状
記
』（
上
下
二
巻
）
は
、
上
田
霊
城
師
が
延
命
寺
蔵
写
本
を
翻
刻
校
訂
さ
れ
、『
浄
厳
和
尚
伝
記
史
料
集
成
』（
一
九
七
九
年
八
月
、
名
著
出
版
）
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
一
八
三
頁
に
「
自
ラ
空
経
ト
名
乗
玉
ヒ
テ
、
生
ナ
カ
ラ
ノ
僧
ナ
リ
」
と
あ
る
。
2
『
霊
雲
寺
』（
二
〇
〇
一
年
六
月
、
霊
雲
寺
）。
3
新
訂
増
補
国
史
大
系
43『
徳
川
実
紀
』（
新
装
版
二
〇
〇
三
年
三
月
、
吉
川
弘
文
館
）。
4
『
霊
雲
叢
書
解
題
』（
一
九
一
六
年
十
一
月
、
丙
午
出
版
社
）
三
六
三
七
頁
。
5
『
浄
厳
和
尚
伝
記
史
料
集
成
』
三
五
頁
。
6
『
妙
極
堂
遺
稿
』
の
編
纂
に
携
わ
っ
た
僧
た
ち
の
行
歴
は
、
お
も
に
『
霊
雲
叢
書
解
題
』

三
好
龍
肝
氏
『
真
言
密
教
霊
雲
寺
派
関
係
文
献
解
題
』
（
一
九
七
六
年
十
一
月
、
国
書
刊
行
会
）
『浄
厳
和
尚
伝
記
史
料
集
成
』
を
参
考
に
し
た
。
（
関
口
）
［
追
記
］
翻
刻
文
の
素
稿
は
す
べ
て
寺
津
が
作
成
し
、
関
口
が
監
修
し
た
。
ま
た
画
像
処
理
等
に
岩
城
佑
希
（
大
学
院
生
活
機
構
研
究
科
生
活
文
化
研
究
専
攻
一
年
）
岡
本
夏
奈
（
日
本
語
日
本
文
学
科
四
年
）
二
氏
の
助
力
を
得
た
。
 翻
刻
凡
例

1
妙
高
山
霊
光
寺
所
蔵
『
妙
極
堂
遺
稿
』
（
写
本
、
全
七
冊
）
の
第
一
冊
目
を
翻
刻
す
る
。
表
表
紙
に
落
し
た
題
簽
の
一
部
が
残
る
が
、
書
名
は
巻
頭
に
載
る
霊
雲
寺
第
三
世
義

慧
曦
の
「
妙
極
堂
遺
稿
叙
」
に
拠
っ
た
。
縦
二
七
九
㎜
横
一
八
五
㎜
、
袋
綴
装
、
渋
茶
色
紙
表
紙
。
2
原
則
と
し
て
通
行
の
文
字
表
記
を
用
い
て
翻
刻
し
た
。
3
行
取
清
濁
誤
字
宛
字
は
底
本
の
ま
ま
に
翻
刻
し
、
改
丁
は
」
①
01オ
の
よ
う
に
示
し
た
。
4
踊
字
繰
返
符
号
は
二
字
分
ま
で
は
底
本
の
ま
ま
と
し
、
そ
れ
以
上
は
通
行
の
表
記
に
改
め
た
。
5
訂
正
後
補
等
の
指
示
が
あ
る
と
き
は
そ
れ
に
従
い
、
本
文
中
に
後
補
挿
入
し
た
文
字
に
は
、「
妙 ・
」
の
よ
う
に
傍
点
を
付
し
た
。
6
句
読
点
空
格
を
私
に
施
し
た
。
7
判
読
不
能
の
箇
所
は
□
で
示
し
た
。
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落
）
」
①
表
表
紙
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」
①
表
表
紙
見
返
妙
極
堂
遺
稿
叙
夫
陶
二 冶
シ性
霊
ヲ一 、
吐
二 露
シ情
実
ヲ一 、
窮
メ二 古
今
ノ之
変
ヲ一 、
尽
ス
コ
ト
ハ
二
人
物
ノ之
奥
ヲ一 、
乃
莫
シレ 若
ク
ハ
二
於
詩
文
ニ一 。
是
以
及
テ
ハ
二
其
ノ至
妙
ニ一 也
、
則
動
シ二 天
地
ヲ一 感
セ
シ
ム
二
鬼
神
ヲ一 。
文
ノ之
徳
大
ナ
ル
カ
ナ也
哉
。
雖
レ
然
ト其
ノ学
フ
コ
ト之
難
ク、
而
成
ル
コ
ト之
少
シ
テ、
而
得
ル
コ
ト
ハ
二
於
至
妙
ヲ一 也
、
復
タ弥
々稀
ナ
リ矣
。
開
山
和
上
、
幼
ニ
シ
テ出
テ二 俗
累
ヲ一 、
早
ニ入
二
密
門
ニ一 、
修
二 習
シ瑜
伽
ヲ一 、
遵
二 奉
シ
テ戒
儀
ニ一 、
専
ラ務
メ二 弘
通
ヲ一 、
不
レ
ン
セ
二
斯
ノ事
ヲ一 。
雅
ネ
ニ
言
ノ
玉
フ、
予
嘗
テ見
ル
ニ
二
文
人
詩
僧
ヲ一 、
日
夜
ニ耽
著
シ、
推
敲
琢
磨
シ
テ多
ク
ハ廃
ス二 道
業
ヲ一 。
而
謂
フ、
詩
ヤ也
禅
ヤ也
、
至
テ
ハ
二
其
ノ悟
入
ニ一 、
則
一
ナ
リ。
且
ツ文
ト与
レ 道
自
ラ一
貫
ス
ト焉
。
噫
淳
源
難
クレ 尋
ネ、
弊
風
易
シレ 起
リ。
寧
ロ与
リ
ハ
レ
悟
ンレ 詩
ヲ孰
二 若
レ悟
ル
ニ
一レ
禅
ヲ、
寧
ロ与
リ
ハ
レ
学
ンレ 文
ヲ孰
二 若
レ学
ン
ニ
一レ
道
ヲ
。
予
非
スレ 不
ル
ニ
ハ
レ
好
マレ 文
ヲ。
欲
シ
テ
ナ
リ
レ
不
ン
コ
ト
ヲ
レ
忘
レ二 其
ノ本
ヲ一 也
。
」
①
叙
01オ
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誠
ニ夫
レ文
ニ
シ
二
於
実
相
ヲ一 、
詩
ニ
ス
ル
ハ
二
於
静
慮
ヲ一 、
則
妙
中
ノ之
妙
、
味
外
ノ之
味
、
自
ン
ハ
レ
非
ス二 生
知
ニ一 恐
ク
ハ不
シレ 易
ラレ 到
リ焉
。
和
上
大
凡
ソ為
リレ 詩
為
ルレ 文
、
不
レ 用
ヒ二 工
夫
ヲ一 、
不
レ 藉
ラ二 鍜
錬
ヲ一 、
所
ニ
シ
テ
レ
遇
フ即
チ作
シ、
任
テレ 筆
ニ乃
シ写
ス。
所
以
ニ有
リ下 其
ノ
精
巧
拙
不
ル二 相
類
セ一 者
ノ上 。
今
所
ノ二 集
録
ス
ル
一
詩
文
若
干
、
縦
ヒ無
モ
雄
壮
古
雅
ノ之
趣
一 、
一
字
一
句
皆
ナ足
レ
リ
下
以
察
シ二 於
至
情
ヲ一 、
観
ル
ニ
中
於
深
思
ヲ上 。
豈
為
ン
ヤ
レ
非
ス
ト
二
道
徳
ノ之
餘
華
、
風
教
ノ之
遺
韻
ニ一 。
於
レ 是
ニ編
次
シ
テ、
竊
カ
ニ供
フ二 吾
カ党
ノ之
遊
目
ニ一 云
。
正
徳
第
五
龍
飛
乙
未
季
冬
下
浣
慧
曦
拝
題
」
①
叙
01ウ
妙
極
堂
遺
稿
巻
之
一
侍
者
僧
某
等
編
録
慶
安
三
庚
寅
年
和
上
行
年
十
二
試
筆
不
レ 顧
二 世
間
ノ身
一
山
中
少
レ 見
レ 人
雲
霞
争
テ出
レ 海
梅
柳
又
迎
レ 春
同
遅
日
載
メ
テ陽
ニ
シ
テ物
色
新
ナ
リ
風
伝
二 淑
気
一 竹
房
ノ春
綿
蛮
タ
ル黄
鳥
遷
二 喬
木
一
向
二 此
叢
林
一 須
レ 寄
レ 身
春
日
作
春
日
風
和
シ
テ春
水
流
簷
前
竹
裏
鳥
啾
翩
々
タ
ル暖
蝶
来
難
」
①
01オ
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レ 去
淡
々
タ
ル寒
雲
行
テ不
レ 留
同
暮
雲
漠
々
タ
リ小
橋
ノ東
緑
水
回
杳
靄
中
長
笛
一
声
梅
落
尽
野
花
称
レ 意
亜
枝
紅
同
五
言
五
首
鳥
啼
テ山
寂
寞
颯
々
起
二 松
風
一
踏
翠
林
東
至
落
花
舞
二 陌
中
ニ一
其
二
楊
柳
満
二 山
川
一
花
光
如
二 白
氈
一
寺
前
芳
草
遍
碧
色
遠
連
レ 天
其
三
鴬
声
獻
二 竹
外
一
柳
色
満
二 回
一
只
憶
東
風
ノ夜
携
レ 花
出
二 洞
房
一
」
①
01ウ
其
四
暖
風
吹
レ 草
香
詩
夢
到
二 池
一
倚
レ 杖
立
二 松
下
一
嶺
頭
已
夕
陽
其
五
惰
ハ啼
小
院
ノ東
燕
ハ入
細
楊
ノ中
古
岳
老
松
ノ下
開
レ 窓
聞
二 晩
風
一
春
雨
春
雨
遠
山
暗
忽
晴
庭
上
乾
ク
微
雲
含
二 落
日
一
高
臥
夢
邯
鄲
又
春
日
海
南
ノ雲
午
時
湖
北
ノ雨
漸
晴
無
二 点
塵
一
如
此
少
二 今
古
一
又
暮
雨
遍
二 天
涯
一
落
華
満
二 後
階
一
細
ニ添
二 和
気
一 潤
風
暖
ニ
シ
テ鳥
々
」
①
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春
日
渓
辺
春
事
幽
ナ
リ
処
々
帯
レ 氷
流
憶
得
テ二 東
風
ノ夜
ヲ一
閑
吟
独
倚
レ 楼
春
夜
春
宵
一
刻
ノ間
新
月
在
二 前
山
一
竹
影
横
レ 窓
見
柴
門
竟
ニ不
レ 関
春
雪
春
雪
忽
成
レ 堆
門
庭
礙
二 往
来
一
寒
鴉
窓
外
ニ噪
憐
レ 彼
不
レ 堪
レ 回
元
夜
元
宵
新
月
円
佳
景
浩
シ
テ無
辺
池
上
寒
冰
合
鐘
声
到
二 客
船
一
山
居
八
首
青
山
歴
々
竹
楼
ノ辺
樹
上
ノ雲
烟
又
接
レ 天
静
坐
幽
人
松
俎
」
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暮
砧
声
暫
罷
聒
啼
惰
其
二
窈
窕
白
雲
居
青
松
対
二 草
廬
一
渓
声
喧
覚
レ 夢
山
色
映
レ
疎
其
三
地
僻
見
レ 人
稀
黄
鴬
出
レ 谷
飛
裁
松
林
下
立
片
々
白
雲
帰
其
四
松
声
寒
入
レ 戸
芳
草
出
レ 門
蒼
一
夜
落
花
ノ雨
蕭
々
断
二 我
腸
一
其
五
緑
草
満
二 南
階
一
白
雲
掛
二 北
崖
一
竹
深
三
逕
合
花
影
入
レ 空
斎
其
六
」
①
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澗
水
乱
二 山
路
一
寂
寥
一
草
堂
雲
霞
侵
二 岸
柳
一
風
雨
洗
二 苑
央
一
其
七
我
家
隠
二 翠
微
一
松
逕
見
レ 人
稀
開
ハレ 戸
月
先
到
ハレ
燕
早
帰
其
八
緑
草
生
二 南
畝
ニ一
黄
鴬
鳴
二 北
窓
一
幽
通
渓
上
路
烟
寺
忽
撞
レ 鐘
秋
日
作
八
首
一
孤
影
隠
二 幽
山
一
閑
雲
常
ニ往
来
ス
沈
吟
依
レ 岸
見
ハ
秋
菊
宛
然
ト
シ
テ開
ク
二
飛
雲
依
二 峻
嶺
一
落
日
下
二 高
岩
一
行
見
前
村
竹
双
々
燕
語
喃
」
①
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三
渓
風
朝
入
レ 戸
山
月
夜
侵
レ 門
移
二 竹
隴
頭
一 立
有
レ 人
窺
二 我
園
一
四
踏
レ 翠
到
二 山
北
一
尋
レ 花
遷
二 水
南
一
我
思
多
日
裏
レ 茗
聴
二 松
風
一
五
竹
風
晩
ニ入
レ 家
松
月
夜
侵
レ 門
鴉
噪
止
二 庭
樹
一
蛍
飛
傍
二 草
園
一
六
七
言
門
前
流
水
乱
蝉
喧
独
聴
二 琴
声
一 遷
二 竹
村
一
緑
暗
ク紅
稀
ニ
シ
テ山
寂
寞
清
風
隠
々
入
二 吾
園
一
七
」
①
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鬱
葱
タ
ル松
竹
午
風
凉
シ
掃
レ 地
静
ニ
焼
一
ノ香
開
レ 戸
埜
禽
窺
二 枕
上
一
乱
蝉
又
聴
数
声
長
八
山
中
竹
閣
人
稀
到
傍
レ 岸
依
レ 松
景
更
清
倚
レ 檻
遥
ニ聞
一
声
ノ
笛
到
頭
難
レ 写
此
愁
情
春
遊
白
々
紅
々
相
雑
リ開
行
々
歩
々
踏
レ 青
来
隔
レ 林
佇
立
聞
二 鴬
語
一
漠
々
春
雲
侵
二 落
梅
一
春
日
訪
人
春
日
訪
人
到
二 翠
微
一
園
花
窈
窕
鳥
間
関
烹
レ 茶
只
語
多
年
」
①
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裏
江
北
江
南
去
復
還
雨
晴
林
寂
ニ
シ
テ暖
風
度
庭
幽
ニ
シ
テ冷
雨
沾
晩
春
花
尚
在
嬌
艶
映
二 疎
一
桃
春
雲
籬
外
両
三
枝
々
輝
々
鴬
未
レ 知
可
レ 愛
桃
原
発
無
主
艶
紅
一
簇
美
様
奇
ナ
リ
晩
春
漠
々
埜
田
秀
麦
多
凭
レ 欄
唯
見
二 旅
人
ノ過
一
黄
鴬
春
暮
無
二 人
ノ
識
一
宛
転
一
声
林
外
和
落
華
」
①
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風
急
払
二 残
紅
一
紛
々
飄
点
空
山
間
渺
茫
処
花
落
満
二 林
中
一
春
月
春
月
当
楼
満
微
雲
皎
潔
清
五
更
登
隴
見
花
影
已
縦
横
梨
花
春
雨
晩
来
晴
始
開
樹
上
英
李
桃
空
落
地
只
有
此
花
清
送
春
春
晩
疾
於

夜
来
听
杜
鵑
韶
光
留
不
住
相
遇
亦
経
年
夜
坐
独
坐
桂
風
清
隔
垣
蟋
蟀
鳴
夜
来
江
上
月
時
有
白
鴎
軽
清
明
」
①
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桃
華
々
草
蓊
鬱
燕
子
喃
々
蝶
偶
然
細
雨
欲
晴
丘
岳
暮
人
歌
人
笑
釣
魚
船
牡
丹
露
初
開
小
薬
欄
楊
妃
嬌
艶
耐
相
看
天
香
已
被
蝶
先
識
玉
蘂
洗
顔
暁
雨
寒
燕
子
三
月
春
光
媚
翩
々
燕
子
忙
栖
簷
身
窈
窕
入
幕
語
低

又
飛
去
竹
林
外
日
暖
正
喃
泥
尋
旧
主
冒
雨
到
巉
岩
杜
鵑
」
①
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夢
覚
千
山
月
一
声
隔
竹
聞
断
腸
悲
故
国
啼
血
入
深
雲
鴬
春
日
遅
々
暖
流
鴬
満
上
林
穿
華
金
谷
晩
織
柳
玉
楼
陽
又
柳
上
綿
蛮
語
花
間
睆
啼
嬌
柔
吟
倡
北
宛
展
入
開
西
春
旅
村
々
農
事
忙
倚
杖
听
黄
鴬
孤
障
最
高 ・
処
白
雲
万
里
情
老
鴬
落
日
熏
風
凉
黄
鴬
啼
樹
林
穿
華
調
巧
舌
織
柳
弄
佳
音
夏
日
十
七
首
」
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一
松
風
颯
々
出
重
林
山
鳥
暮
啼
驚
別
心
石
竹
花
萎
桃
葉
落
黄
猿
伴
我
沢
辺
吟
二
松
風
颯
々
乱
山
中
落
澗
飛
泉
自
宛
然
夏
日
得
詩
探
美
景
寒
蝉
慰
我
夕
陽
辺
三
蝉
鳴
鶴
擂
乱
山
中
一
逕
竹
疎
生
薫
風
門
無
人
松
俎
晩
乃
断
続
釣
魚
翁
四
」
①
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清
風
颯
々
満
山
中 上
乎
竹
逕
泉
声
撹
我
眠
烹
茗
初
知
香
色
好
荷
華
度
水
鑑
湖
前
五
庭
院
沈
々
昼
景
長
青
山
緑
樹
乱
蝉
鳴
炎
蒸
不
至
軒
窓
裏
颯
々
松
風
一
味
清
六
庭
院
沈
々
夏
簟
清
榴
花
寂
々
笑
薫
風
数
声
蝉
噪
緑
陰
密
一
葉
舟
行
碧
浪
中
七
吾
舎
白
雲
深
山
中
斜
日
陰
一
庭
梅
子
落
風
満
四
隣
林
」
①
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八
蝉
鳴
梅
雨
節
麦
熟
董
風
時
只
聴
杜
鵑
語
呼
名
松
樹
枝
九
炎
蒸
今
悪
在
一
詠
又


唯
見
数
竿
竹
窓
外
自
生
凉
十
乗
凉
行
樹
下
避
暑
坐
林
間
閑
味
無
餘
事
終
日
対
青
山
十
一
山
家
芳
草
深
避
暑
坐
清
陰
晴
鵲
喧
林
外
乱
鴬
有
好
音
十
二
吟
詩
立
竹
庭
炎
蒸
懶
看
書
窓
下
暫
高
臥
泉
声
聞
静
居
」
①
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十
三
地
僻
不
看
人
吟
詩
歩
水
浜
安
眠
松
晩
寂
々
鳥
声
新
十
四
路
険
遇
人
稀
閑
居
庭
竹
凉
日
長
聞
鳥
雀
風
遠
見
牛
羊
十
五
緑
草
満
三
逕
紅
榴
開
一
墻
夕
陽
山
水
好
漁
笛
送
昏
黄
十
六
夕
陽
雨
後
天
候
忽
听
山
蝉
蔽
日
陰
々
木
北
窓
風
颯
然
十
七
足
古
詩
後
二
句
。
即
古
人
句
也
。
雨
晴
炎
蒸
忘
鳥
雀
囀
林

流
水
竹
三
逕
清
風
琴
一
張
」
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夏
日
朋
友
見
訪
一
客
到
来
小
院
中
樹
陰
烹
茗
洗
襟
胸
南
風
吹
送
炎
蒸
尽
又
見
渓
山
千
万
重
夏
雨
夏
日
忽
陰
雲
霧
暗
雨
降
漸
見
洗
青
山
晩
来
新
満
池

水
却
思
秋
夜
到
人
間
又
長
空
雲
勢
暗
簟
席
自
生
凉
冷
々
渾
無
暑
雨
晴
山
色
蒼
又
暑
気
今
何
在
檐
声
次
第
鳴
雨
餘
軽
染
碧
満
野
竹
風
清
」
①
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夏
日
晩
歩
晩
景
寒
蝉
催
旅
人
偶
遊
江
外
寄
行
蹤
薫
風
吹
散
旻
天
遠
只
見
池
辺
柳
影
重
又
落
日
微
風
凉
似
水
偶
遊
江
外
望
寒
空
寺
楼
倒
影
閑
庭
上
漁
航
帰
家
烟
雨
中
夏
日
書
懐
夏
日
炎
蒸
読
書
宛
如
庭
上
白
葵
花
山
光
水
色
供
吟
望
旦
喜
凉
風
入
我
家
睡
起
」
①
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●睡
●起
睡
起
北
窓
下
悠
々
不
見
人
日
高
夢
雖
作
庭
樹
鳥
声
頻
村
居
足
古
人
句
籬
落
生
孫
竹
門
庭
上
女
蘿
縦
横
一
径
水
野
客
荷
鋤
過
漁
翁
聞
笛
遥
聞
雲
外
笛
楼
上
一
声
低
魚
躍
月
昧
龍
吟
風
惨
凄
独
坐
独
坐
竹
風
清
四
隣
無
語
声
静
看
斜
日
早
柳
影
已
縦
横
登
江
山
千
峯
人
不
見
万
木
入
雲
高
踏
翠
過
湖
北
山
蝉
隔
水

」
①
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山
行
数
峰
記
牛
跡
一
路
遶
羊
腸
万
木
常
含
霧
風
吹
沾
我
裳
竹
庭
上
数
竿
竹
含
風
夏
簟
凉
扶
踈
傲
霜
雪
勁
直
出
宮
墻
松
百
尺
鬱
蓊
松
鋲
蟠
臥
龍
暑
天
風
瑟
々
静
夜
月
溶
々
山
行
松
竹
翠
相
連
鴉
鳴
日
暮
天
山
々
踏
之
過
芳
草
満
渓
辺
又
奇
峰
矗
々
新
草
緑
不
看
人
樵
径
莓
苔
満
吟
行
寂
寞
浜
」
①
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江
上
夜
行
水
月
共
清
澄
浮
江
採
紫
菱
鳥
啼
秋
夜
暁
風
戦
滅
孤
灯
江
山
依
々
帆
勢
軽
杳
々
笛
声
幽
万
水
千
山
遠
竹
窓
五
月
秋
同
蘚
侵
一
径
青
吟
歩
日
中
庭
犬
吠
竹
籬
静
芦
花
白
満
汀
同
幽
居
人
不
到
松
月
下
庭
隅
水
碧
風
鳴
樹
山
青
影
映
湖
同
風
吹
正
飄
々
江
声
帯
雨
潮
得
詩
駭
黄
鳥
避
暑
坐
山
橋
」
①
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秋
夜
即
景
露
降
河
漢
高
秋
月
益
輝
々
此
景
無
人
識
雁
鴻
向
晩
飛
秋
夜
満
院
秋
蚊
睡
不
成
手
携
団
扇
自
吟
行
西
風
吹
去
暁
霜
重
草
裏
啼
蛩
四
五
声
中
秋
対
月
秋
夜
月
無
陰
蛩
声
助
我
吟
西
風
既
満
院
坐
見
四
隣
林
秋
日
即
景
山
庵
風
力
凉
百
舌
唱
回

吟
歩
中
庭
立
鐘
声
帯
夕
陽
秋
日
独
吟
」
①
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山
中
秋
日
少
人
声
百
舌
交
鳴
助
我
情
薄
暮
聞
鐘
庭
上
立
黄
猿
時
亦
沢
辺
行
対
月
聞
鐘
対
月
雲
辺
見
雁
飛
蛩
声
喞
々
草
茸
々
五
更
披
戸
山
間
歩
渓
上
遥
聞
精
舎
鐘
落
葉
落
葉
随
風
飄
点
空
夕
陽
烹
茗
坐
聞
鐘
雲
高
水
遠
無
人
境
片
々
題
詩
秋
意
濃
秋
晴
雨
晴
満
地
自
無
塵
籬
菊
花 ・
開
月
色
新
宿
鳥
忽 ・
鳴
天
欲
晩
山
」
①
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間
茅
屋
一
閑
人
暮
鐘
春
林
露
重
暗
栖
鴉
隠
々
暮
鐘
帯
薄
霞
禅
起
幽
懐
無
処
写
数
声
和
月
入
吾
家
餞
人
風
吹
落
葉
向
雲
飛
不
忍
秋
帰
汝
亦
帰
今
日
送
時
先
対
菊
奈
何
三
逕
住
人
稀
送
行
孟
冬
風
冷
少
行
人
送
別
愁
深
涙
沾
巾
想
得
夜
闌
更
秉
燭
詩
窓
得
字
競
尖
新
」
①
12ウ
初
冬
小
院
烹
茶
意
益
安
竹
楼
対
月
倚
欄
干
雁
飛
南
浦
砧
声
断
船
満
前
江
霜
色
寒
冬
至
活
火
茶
夜
五
更
霜
松
雪
竹
北
風
清
数
来
功
業
一
年
事
茅
屋
鳴
天
欲
明
冬
夜
即
事
皚
々
門
外
綢
繆
雪
試
出
柴
扉
天
未
明
餘
得
閑
庭
松
樹
月
影
移
深
谷
水
中
清
寒
雀
」
①
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数
千
寒
雀
下
空
庭
暫
聚
小
梢
受
北
風
驚
散
忽
然
天
欲
晩
楼
頭
雪
気
満
西
東
江
雪
風
吹
庭
竹
響
雪
降
簷
榴
折
独
処
水
辺
僧
暮
山
飛
鳥
絶
冬
日
探
梅
竹
杖
探
梅
得
々
来
渓
辺
山
上
幾
徘
徊
暗
香
疎
影
和
風
起
淡
傍
寒
村
雪
裏
開
臘
月
梅
窈
窕
渓
辺
雪
裏
梅
独
先
春
色
竹
間
開
小
橋
水
静
風
瓮
爿
可
憫
暗
香
引
客
来
」
①
13ウ
慶
安
四
辛
卯
年
行
年
十
三
試
筆
家
々
柳
色
一
回
新
凍
筆
頻
呵
試
早
春
庭
樹
只
知
陽
気
至
黄
鳥
出
谷
到
江
浜
」
①
14オ
―51―
客
中
春
日
雲
淡
風
軽
駅
路
長
出
門
倚
杖
望
家
郷
閑
花
芳
草
無
人
処
一
別
天
涯
涙
万
行
聞
笛
終
日
倚
欄
干
有
人
吹
鉄
笛
山
川
落
照
時
寒
韻
為
誰
憾
柳
独
歩
前
村
看
柳
樹
晩
枝
浅 ・
緑
似
隋
堤
柴
門
深
鎖
黄
鴬
語
映
渡
臨
橋
暖
日
低
雪
独
翠
看
暮
天
紛
々
雪
下
遍
山
川
寒
鴉
暫
集
門
前
」
①
14ウ
柳
小
径
皚
々
貫
白
氈
初
秋
火
雲
影
裏
井
梧
落
暑
気
未
除
凉
気
稀
幾
度
天
高
山
遠
処
閑
行
松
逕
夕
陽
微
竹
数
竿
翠
竹
勢
如
龍
瀲
秋
容
葉
上
濃
老
節
経
霜
誠
可
愛
春
笋
既
破
緑
苔
封
松
風
鬱
々
蒼
松
千
尺
高
夜
深
蕭
颯
激
狂
濤
西
窓
幾
度
倚
欄
見
乱
葉
断
枝
満
曲

」
①
15オ
―52―
中
秋
蒼
天
已
皎
潔
素
月
又
嬋
娟
此
景
無
人
識
閑
吟
石
泉
又
中
秋
半
夜
一
声
鐘
万
里
天
晴
景
色
濃
可
惜
玉
蟾
陰
樹
裏
雪
姿
的
華
到
西
峰
又
蕭
颯
西
風
竹
裡
斜
十
分
月
色
遍
天
涯
牧
童
芟
草
幽
渓
上
倒
騎
老
牛
伴
落
霞
秋
晩
西
風
度
樹
秒
籬
菊
映
疎
黄
葉
飄
零
晩
紅
々
満
我
廬
」
①
15ウ
山
行
水
遠
路
蜿
蜒
出
村
柳
色
黄
听
鴬
江
杏
曲
駐
馬
翠
柳

画
竹
上
数
竿
竹
横
斜
疑
有
声
臨
風
枝
不
動
雪
葉
無
傾
枇
杷
五
月
北
山
陰
枇
杷
正
満
林
枝
々
追
日
熟
摘
尽
一
株
金
百
舌
百
舌
飛
過
一
樹
中
間
関
宛
展
語
相
同
易
声
緘
口
総
無
事
唯
向
東
風
落
紅
送
別
」
①
16オ
―53―
林
橋
西
路
雨
初
晴
日
暖
風
和
馬
足
軽
迢
逓
故
郷
千
里
別
恨
聴
漁
笛
復
愁
情
葵
花
庭
前
雨
開
乗
興
故
人
来
爛
蒟
向
紅
日
参
差
映
碧
苔
冠
華
冠
軽
染
丹
高
出
貌
崢
嶸
風
動
影
如
闘
雨
餘
勢
欲
鳴
五
月
菊
花
紫
艶
先
秋
発
層
々
遶
檻
濃
行
吟
三
逕
裏
聞
徹
晩
林
鐘
楊
梅
五
月
薫
風
起
楊
梅
已
満
林
々
光
似
玉
顆
々
色
如
金
」
①
16ウ
杏
信
脚
到
南
園
圧
枝
杏
実
繁
風
前
紅
臉
麗
雨
后
絳
膚
媛
梅
四
月
空
山
路
風
前
見
黄
梅
圧
枝
能
結
子
含
露
落
蒼
苔
夏
雨
万
木
雲
深
隠
数
峯
雨
尚
傍
総
旡
三
伏
暑
只
有
一
天
凉
砧
杵
山
庵
寂
々
竹
風
寒
何
処
清
砧
搗
夜
闌
想
得
月
斜
疎
響
続
丁
東
声
到
翠
峰
巒
夏
日
訪
僧
」
①
17オ
―54―
夏
日
尋
僧
入
翠
微
寒
蝉
乱
噪
多
陽
天
世
縁
不
識
数
年
裡
雲
影
悠
々
古
木
辺
訪
友
不
遇
茅
屋
清
渓
曲
回
頭
日
已
斜
躊
曙
尋
不
見
漠
々
暗
雲
霞
重
陽
倚
欄
静
見
野
雲
忙
吟
罷
登
高
逸
興
長
乱
葉
蕭
々
千
壑
裡
無
人
対
菊
自
吹
香
秋
日
偶
成
雲
蔵
断
岸
樹
蒼
々
閑
対
晴
蘭
逸
興
長
水
遶
疎
林
天
欲
晩
澹
然
黄
菊
自
吹
香
」
①
17ウ
秋
夜
偶
題
三
首
竹
外
高
楼
十
二
欄
月
明
風
静
夜
将
闌
只
看
唳
鶴
留
深
樹
霜
白
満
天
向
暁
寒
同
蕭
々
落
葉
古
垣
外
喞
々
啼
蛩
幽
草
中
坐
対
孤
蛍
吟
対
月
数
声
砧
杵
搗
清
風
同
梧
葉
天
高
暑
気
収
参
差
雁
影
一
天
秋
西
風
蕭
瑟
鳴
窓
外
何
処
寒
砧
増
客
愁
秋
山
」
①
18オ
―55―
漠
々
寒
烟
鎖
翠
微
一
行
新
雁
向
南
飛
嵯
峨
喬
木
秋
風
裏
渓
鳥
翩
々
喚
婦
帰
秋
夜
偶
作
露
下
閑
江
秋
水
清
寒
灯
対
枕
夜
三
更
魚
龍
寂
寞
霜
砧
冷
松
竹
風
高
乱
葉
鳴
暮
秋
閑
歩
採
芙
蓉
仙
人
遊
意
濃
冷
々
庵
後
水
鬱
々
嶺
頭
松
又
路
険
雲
霞
覆
園
幽
橘
柚
重
埜

荻
動
遥
听
暮
天
鐘
初
冬
」
①
18ウ
白
鴎
夾
岸
飛
残
菊
半
依
稀
淅
々
風
生
砌
輝
々
月
照
扉
冬
夜
凜
風
欲
破
肌
寒
月
半
垣
移
火
盛
芋
熟
悲
笳
且
休
吹
雪
中
偶
作
乗
興
開
門
戸
雪
花
枯
木
華
寒
汀
昼
平
白
整
々
又
斜
々
山
寺
青
山
影
裏
塔
重
々
松
径
斜
通
碧
蘚
封
日
落
門
庭
人
不
見
隔
渓
聞
徹
一
声
鐘
江
亭
万
里
碧
江
万
里
天
風
揺
葦
鷺
翩
々
水
紋
正
映
石
漲
」
①
19オ
―56―
処
独
倚
欄
干
見
暮
烟
牧
童
携
笠
去
茫
々
山
原
碧
草
長
帰
来
明
月
夜
横
笛
幾
摧
腸
雪
夜
深
万
籟
寂
無
声
暁
光
満
庭
一
様
清
好
是
前
山
奇
絶
処
洒
松
圧
竹
散
瑶
瓊
悼
筆
工
婦
茫
々
青
埜
変
凄
凉
玉
樹
忽
昨
夜
霜
幾
許
愁
魂
招
不
得
西
楼
風
雨
恨
盈
床
冬
夜
」
①
19ウ
庭
院
深
々
夜
已
闌
簷
花
細
雨
亦
生
寒
一
枝
梅
影
横
窓
戸
霜
月
嬋
娟
意
自
残
探
梅
日
々
渓
辺
逸
興
催
今
朝
忽
見
一
枝
開
清
香
素
影
攴
春
意
勾
引
詩
人
去
却
来
梅
寒
雲
籬
落
一
枝
開
想
得
羅
浮
山
下
来
只
有
暗
香
通
淡
月
更
無
俗
態
雑
黄
埃
又
忽
見
寒
梅
樹
開
花
和
暖
新
色
濃
幽
嶂
月
香
散
遠
林
春
」
①
20オ
―57―
又墻
角
一
枝
梅
耐
寒
特
地
開
蝶
窺
紅
色
去
風
送
暗
香
来
冬
日
寄
南
山
旧
友
料
識
寒
窓
下
君
今
詩
可
題
悠
揚
年
欲
晩
風
物
又
凄
々
同
前
年
一
別
寂
無
書
迢
逓
遥
思
蛍
雪
餘
且
喜
明
朝
通
尺
素
寒
雲
藹
々
月
疎
々
和
智
昌
冬
日
漫
興
作
落
日
千
山
静
冬
温
蝶
自
知
娟
々
霜
雪
蕊
挺
々
歳
寒
枝
不
用
仙
吹
火
只
思
人
奏
妨
昏
鴉
帰
遠
嶂
欄
角
立
多
時
」
①
20ウ
寄
南
山
老
師
一
瓶
一
鉢
是
生
涯
事
々
無
心
度
歳
華
入
定
談
空
塵
不
染
老
師
神
気
似
梅
花
夜
雪
二
首
寒
鴉
啼
噪
遶
疎
林
一
夜
漫
々
白
雪
深
拆
竹
声
中
多
感
慨
挑
灯
把
筆
写
新
吟
冬
夜
月
明
閑
有
餘
雪
花
剪
水
響
疎
々
地
炉
火
暖
寒
灯
少
六
出
照
宜
読
書
除
夕
三
首
除
夜
囲
炉
至
二
更
料
知
春
気
上
梅
茎
孤
灯
影
映
小
瓶
」
①
21オ
―58―
水
隔
壁
忽
聞
爆
竹
声
又
院
々
焼
灯
如
昼
日
冉
々
除
夜
似
車
輪
四
更
半
過
五
更
未
未
到
暁
鐘
不
得
春
又
首
尾
吟
爆
竹
声
乾
欲
暁
天
寒
牀
独
坐
不
為
眠
明
春
明
日
更
経
夜
爆
竹
声
乾
欲
暁
天
宿
山
寺
一
宿
山
中
寺
烟
嵐
侵
竹
扉
霜
鐘
驚
客
夢
林
鳥
入
僧
衣
墨
梅
下
八
首
並
詠
画
図
」
①
21ウ
上
数
枝
梅
娟
々
如
有
神
丹
青
粧
粉
色
芳
揄
卜
陽
春
夜
船
月
悠
々
白
鳥
辺
夜
月
照
漁
船
回
棹
穿
寒
影
短
篷
圧
麗
娟
春
雨
夜
来
春
雨
却
堪
聴
点
滴
淋
漓
透
戸
櫺
半
湿
李
華
濺
荒
野
始
生
芳
草
満
長
汀
病
猫
一
箇
病
猫
愁
不
常
斑
々
毛
上
怖
風
霜
炉
辺
眠
重
懶
漁
猟
飢
鼠
二
三
穿
竹
墻
雪
峰
落
照
」
①
22オ
―59―
天
低
風
静
景
無
窮
門
外
雪
峰
落
照
紅
玉
樹
斜
懸
幽
谷
上
瓊
林
相
映
暮
雲
中
乗
閑
翁
寂
寞
翠
不
見
人
日
移
花
影
稍
応
親
翩
々
蝶
夢
無
求
処
逸
興
悠
々
詩
句
新
又
乗
閑
意
倍
安
逸
興
尚
凭
欄
竹
間
花
畳
々
江
上
水
漫
々
竹
間
梅
吹
面
東
風
更
不
寒
竹
間
梅
発
対
相
看
到
頭
難
写
孤
山
景
中
有
一
花
囲
数
竿
」
①
22ウ
承
応
元
壬
辰
年
行
年
十
四
試
筆
送
暖
東
風
一
陳
臻
晨
輝
韶
々
鳥
声
新
妖
紅
材
紫
斉
迎
日
万
戸
千
門
尽
卜
春
元
旦
」
①
23オ
―60―
唯
々
和
気
転
鴻
鈞
煦
日
発
生
満
目
新
絶
景
悠
々
人
不
識
寒
梅
忽
見
一
枝
春
次
智
昌
元
旦
韻
新
歳
山
中
至
蕭
然
物
外
情
閑
華
和
日
発
芳
草
受
風
生
寒
雁
帰
幽
塞
煖
鴬
囀
荒
城
珍
重
喫
茶
去
炉
上
紫
烟
軽
山
居
聞
鴬
遅
日
載
陽
芳
草
生
山
居
忽
听
数
声
鴬
林
間
恰
々
侵
閑
戸
柳
上
嚶
々
弄
晩
晴
春
日
華
間
蜂
蝶
弄
春
晴
麗
日
光
風
柳
眼
明
画
夢
覚
来
無
別
」
①
23ウ
事
関
々
鴬
舌
両
三
声
雨
意
山
上
陰
雲
遶
石
根
悩
人
天
気
昼
昏
々
先
牽
略
約
莫
疑
問
只
恐
明
朝
雨
覆
盆
春
行
朝
記
渓
橋
柳
暮
尋
山
路
花
吟
行
出
郊
野
紅
展
一
川
霞
聯
句
智
昌
空
経
両
吟
迎
暖
梅
門
賑
昌
鎖
烟
竹
幽
経
吟
肩
先
担
月
昌
望
眼
正
凭
楼
経
泉
奏
無
絃
曲
昌
市
懸
有
酒
眄
経
埋
名
彭
沢
亮
昌
明
徳
象
尼
丘
経
仁
路
行
応
好
昌
儒
莚
学
未
休
経
」
①
24オ
―61―
花
紅
蜂
蝶
閙
昌
柳
緑
燕
鴬
啾
経
鐘
報
遠
村
寺
昌
笛
残
危
岫
郵
経
旅
懐
誰
共
語
昌
春
興
偶
相
遊
経
瑟
々
海
棠
雨
昌
錚
々
樹
疝
経
日
高
山
影
短
昌
天
霽
水
光
浮
経
一
釣
消
塵
事
昌
六
韜
彰
陳
謀
経
立
錐
窓
外
笋
昌
噴
錦
隴
前
榴
経
為
暑
築
高
閣
昌 ・
乗
凉
浴
細
流
経
居
常
狎
鹿
昌
絶
岸
杏
尋
牛
経
古
井
払
苔
昌
清
池
採
謳
経
露
沾
征
袖
重
昌
冬
至
厚
衣
求
経
道
朴
民
歌
野
昌
政
苛
縻
論
疇
経
偽
朝
人
殍
死
昌
勝
地
自
夷
猶
経
吟
句
卜
瀟
景
昌
感
牌
過
橘
州
経
槐
陰
醒
病
骨
昌
松
嶺
豈
衰
頭
経
劃
尓
飛
鳴
鶴
昌
咄
哉
癡
兀
鳩
経
微
暄
児
背
昌
涌
殿
」
①
24ウ
客
凝
眸
経
葉
落
封
渓
戸
昌
菊
開
堪
暮
秋
経
鱸
肥
郷
党
近
昌
龍
去
洞
仙
愁
経
炉
上
諳
寒
苦
昌
室
中
談
法
経
春
日
聯
句
智
昌
恵
隆
空
経
対
吟
五
十
韻
寒
尽
得
池
景
風
和
柳
眼
明
経
春
来
冒
澗
戸
花
発
樹
頭
清
昌
蝶
袖
遶
園
重
昌
衣
泛
水
軽
経
湖
瀏
天
似
洗
昌
波
動
岸
如
行
経
日
落
漁
迷
浦
昌
国
危
帝
築
城
経
山
家
梅
点
暦
昌
野
寺
	充
羹
経
累
歳
残
牌
剥
昌
経
年
層
塔
傾
経
空
門
禽
謝
寂
昌
荒
畝
鴿
催
耕
経
役
業
民
勤
月
昌
帰
装
客

晴
経
別
愁
聴
雨
尚
昌
佳
句
放
溝
成
経
秋
色
耽
黄
葉
昌
暖
香
嗅
白
桜
経
遊
糸
随
処
引
昌
幽
漏
応
時
」
①
25オ
―62―
鳴
経
雪
径
記
人
迹
昌
光
陰
憫
老
生
経
保
常
上
槿
昌
就
睡
檻
前
経
鴉
噪
斜
陽
急
昌
呼
品
物
亨
経
泉
深
労
短
昌
夜
久
対
長
檠
経
知
道
雖
窮
昌
乗
凉
入
学
黌
経
文
淵
誰
底
昌
筆
海
直
難
呈
隆
麦
浪
千
原
漲
経
杏
霞
一
気
宏
隆
挙
杯
馳
鬱
興
昌
持
節
致
忠
誠
経
報
徳
酬
恩
武
昌
卜
凶
占
吉
平
経
泥
融
苔
満
地
昌
沙
煖
藻
浮
泓
経
沼
浅
孤
舟
渋
砧
高
双
枕
驚
経
破
窓
痺
颯
々
経
広
沢
石
崢
々
経
虎
嘯
脱
雲
帽
昌
鳥
升
掛
暁
鉦
経
詩
嶺
上
晴
雲
開
絮
帽
樹
頭
初
日
掛
銅
鉦
霧
消
峰
卓
犖
昌
朝
朴
世
豊
盈
経
戦
罷
狼
烟
断
昌
信
伝
雁
陳
横
経
木
緋
桃
斉
秀
昌
蕊
素
菊
将
栄
」
①
25ウ
経
険
桟
皆
振
膝
昌
細
流
仄
続
声
経
瓢
中
疎
利
禄
昌
炉
畔
試
新
鐺
経
廃
宅
託
飛
鳥
昌
孟
陬
聞
囀
鴬
経
閲
書
諳
往
事
昌
把
剣
接
威
獰
経
語
過
賓
朋
散
昌
歓
奔
僮
僕
迎
経
帯
青
淇
澳
竹
昌
洗
緑
太
湖
萍
経
閙
市
徒
翻
掌
昌
歌
台
各
寄
情
経
至
賢
交
会
薄
昌
騒
士
逸
懐
経
焼
榾
忘
冬
近
昌
愛
蓮
任
瀾
平
経
鶴
啼
仙
洞
顕
昌
鳳
	宦
途
貞
経
感
意
終
含
筆
昌
孝
廉
豈
遺
湮
経
霜
降
木
半
熟
昌
瀑
酌
茗
方
烹
経
慕
旧
梁
間
燕
昌
撹
眠
楼
角
鯨
経
炎
蒸
疑
坐
甑
昌
温
籍
耐
囲

経
浜
吹
芦
招
手
昌
江
辺
草
没
名
経

胸
宇
濶
昌
凭
榻
鼻
雷
轟
経
冰
合
魚
難
躍
昌
刻
」
①
26オ
―63―
臻
蝠
作
争
経
尋
芳
吟
遠
嶂
経
見
莢
賀
元
正
昌
防
佚
尭
階
穏
昌
禁
奢
舜
宙
精
経
乍
嵐
塵
撲
面
昌
法
界
室
開
盲
経
譫
埆
馬
蹄
緩
昌
慇
懃
牛
耳
盟
経
垂
蘿
修
略
瑙
昌
厚
蘚
擁
彫
甍
経
呈
庵
室
大
和
上

空
経
百
拝
謹
白
。
嚮
年
二
五
之
頃
投
乎
悉
地
院
主
而
貴
髪
受
具
焉
。
自
尓
以
降
苟
仰
風
規
蒙
教
授
学
経
書
。
巳
乙
歳
未
翌
而
過
于
古
里
。
父
世
而
資
助
少
、
而
尋
之
無
師
択
之
無
友
。
孤
陋
寡
聞
而
宛
如
狸
如
狐
如
檮
之
類
、
碌
々
無
能
歯
漸
老
去
。
以
為
慙
已
雖
然
豈
虚
弥
駒
隙
哉
。
」
①
26ウ
古
曰
人
而
不
学
謂
之
視
肉
、
学
而
不
行
謂
之
撮
。
信
哉
此
言
也
無
諸
巳
、
而
有
諸
人
乎
。
僕
一
日
伝
承
傍
有
人
。
脅
肩
笑
而
告
老
和
尚
曰
、
空
経
在
郷
党
而
孤
員
先
生
之
懿
範
離
野
山
而
乖
高
祖
之
鑑
誡
矣
。
吾
聞
人
間
私
語
天
聞
如
雷
、
暗
室
欺
心
神
目
如
電
。
寔
惟
近
来
密
宗
之
緇
林
、
躬
関
法
系
心
泥
塵
欲
。
加
之
自
讃
毀
他
為
巳
之
任
也
。

兮
	兮
密
乗
之

廃
秘
家
之
陵
夷
、
職
此
之
由
是
、
呼
方
袍
之
俗
耶
呼
素
服
之
僧
耶
。
有
之
誠
身
有
道
不
明
乎
善
不
誠
乎
其
身
矣
。
是
故
誠
者
天
之
道
也
思
誠
者
人
之
道
也
、
至
誠
而
不
動
者
未
之
有
也
。
又
曰
道
也
者
不
可
須
」
①
27オ
―64―
臾
離
也
可
離
非
道
也
。
是
故
君
子
戒
慎
乎
其
所
、
不
睹
恐
懼
乎
其
所
、
不
聞
儒
者
尚
尓
。
何
况
仏
者
乎
不
慎
其
所
、
不
睹
反
而
謗
於
其 ・
所
、
不
聞
其
過
偉
矣
乎
。
雖
似
毀
佗
人
却
汗
巳
身
也
。
鳥
知
而
故
犯
蓋
夫
波
旬
之
儔
乎
。
弗
揣
襪
才
略
陳
愚
意
、
且
野
詩
一
律
附
緒
餘
電
矚
惟
幸
。
初
謁
南
山
二
六
春
今
還
郷
里
倚
双
親
一
心
閑
処
莫
非
道
万
法
空
時
自
絶
塵
蘿
月
松
風
皆
実
相
渓
禽
野
鹿
是
天
真
任
他
世
上
虚
詼
客
於
我
些
々
不
謗
人
春
日
漠
々
淡
烟
罩
緑
楊
東
風
一
陳
草
華
香
蓮
経
読
罷
無
餘
」
①
27ウ
事
黄
鳥
数
声
春
日
長
山
行
迢
遥
斜
径
二
三
里
来
往
遠
帆
四
五
艘
歩
壑
登
山
多
興
味
微
吟
擁
鼻
野
渓
橋
又
独
入
松
杉
深
処
洛
賺
蘢
佳
木
興
無
窮
行
遷
渓
上
有
精
舎
古
殿
不
曽
与
俗
通
春
暁
渓
辺
秀
麦
已
田
々
鴬
舌
一
声
听
管
絃
蝴
蝶
不
知
春
色
晩
牡
丹
華
下
去
聯
翩
」
①
28オ
―65―
三
月
尽
九
十
春
光
太
耐
怜
鳥
啼
華
落
思
依
然
従
教
韶
景
去
不
住
夢
裡
分
明
在
眼
前
又
院
落
沈
々
涙
不
乾
春
光
空
作
旧
時
看
風
吹
柳
絮
満
天
舞
黄
鳥
一
声
独
倚
欄
次
恵
隆
公
韻
欲
度
衆
生
迷
倒
者
至
心
読
誦
大
蔵
経
天
龍
八
部
常
影
向
千
歳
豪
英
道
徳
馨
寄
友
人
」
①
28ウ
杏
華
楡
莢
節
遥
賜
一
書
料
得
詩
窓
下
逸
興
更
有
餘
夕
陽
眺
望
吟
詩
倚
檻
窮
望
眼
荻
漫
々
浸
碧
波
新
雁
飛
辺
秋
水

夕
陽
明
処
碧
山
多
廃
宅
破
屋
垣
尽
日
閑
幽
華
窈
窕
水
潺
瞑
春
光
帰
去
無
人
惜
独
立
咨
嗟
涕
涙
潜
江
山
青
榕
更
蕭
瑟
白
鳥
自
浮
沈
江
月
照
冷
山
雲
帯
屋
深
山
居
」
①
29オ
―66―
地
僻
送
迎
少
人
家
隠
翠
微
晩
蝉
慰
幽
寂
山
鳥
自
依
稀
初
夏
偶
作
寒
暁
雨
初
晴
古
叢
鴬
乱
鳴
紅
華
辞
樹
落
青
笋
穿
苔
生
其
二
月
郊
琴
韻
冷
風
閣
笛
音
清
漁
父
江
辺
鉤
農
夫
埜
外
耕
其
三
疎
笠
山
入
眼
幽
磬
瀑
添
声
半
檻
牡
丹
白
一
庭
芍
薬
明
其
四
魚
游
渓
口
水
鳥
立
岸
頭
啼
惆
悵
春
帰
去
漫
天
柳
絮
軽
夏
夜
」
①
29ウ
清
風
院
落
月
深
沈
避
暑
乗
凉
静
独
吟
此
景
此
時
人
不
識
宿
鵈
鳴
噪
集
疎
林
夏
日
葵
白
麦
秋
日
榴
紅
梅
雨
時
得
詩
吟
未
了
携
杖
倚
疎
籬
過
山
寺
峭
々
蒼
壁
一
渓
流
緩
歩
枯
藜
小
径
幽
峰
頂
依
然
僧
寺
在
門
前
松
樹
掛
朞
猴
又
独
歩
入
深
寺
莫
鐘
到
処
聞
清
冷
渓
澗
下
風
起
水
生
紋
夏
日
偶
作
」
①
30オ
―67―
庵
前
滴
々
響
清
泉
蝶
夢
蝉
吟
自
宛
然
独
倚
闌
干
窮
望
眼
白
雲
深
処
農
荼
烟
機
頌
洞
然
一
物
不
離
身
仔
細
覚
尋
独
自
真
非
悟
非
迷
非
去
住
通
凡
通
聖
本
来
人
古
渡
沙
煖
泥
融
古
渡
頭
行
人
争
走
立
芳
洲
烟
中
一
艇
去
何
処
髣
髴
遠
山
是
九
洲
采
薇
雨
過
前
山
笋
蕨
肥
携
藍
峭
履
出
紫
扉
渓
辺
嫩
緑
太
堪
」
①
30ウ
食
立
聴
疎
鐘
日
影
微
遊
山
青
嶂
如
図 ・
画
黄
鴬
似
管
絃
登
々
入
樵
路
決
々
聞
渓
泉
火
雲
樹
影
遶
欄
干
奇
雲
靆
遠
峰
如
綿
復
如
帽
践
兀
帯
喬
松
早
行
喚
童
促
早
行
野
色
未
分
明
樵
路
二
三
里
暁
四
五
声
又
細
泉
傍
松
滴
残
月
掛
林
傾
僧
寺
在
何
処
隔
渓
鐘
磬
清
落
葉
」
①
31オ
―68―
一
夜
空
階
雨
蕭
々
敲
曲
櫺
鶏
鳴
開
戸
見
落
葉
満
山
庭
秋
日
晩
眺
江
天
新
雨
過
秋
水
碧
波
浮
遠
見
一
行
雁
聯
翩
下
鷺
洲
中
秋
一
輪
明
月
照
天
寒
華
影
重
々
映
玉
欄
記
得
去
年
三
五
夜
今
宵
清
景
昼
応
難
訪
僧
不
遇
尋
僧
入
翠
巒
山
上
更
安
山
烟
草
人
帰
晩
柴
扉
昼
日
開
中
秋
雁
飛
幽
塞
上
蛩
聒
古
垣
東
月
色
十
分
満
詩
情
万
里
同
」
①
31ウ
又
碧
梧
風
剪
々
丹
桂
露
濃
々
徹
暁
金
粟
冷
餘
光
入
綺
碎
秋
夜
旅
舎
即
事
旅
亭
残
月
暁
新
雁
一
声
秋
短
笛
催
帰
思
寒
砧
悽
客
愁
霧
山
間
朝
霧
起
海
勢
幾
回
驚
自
認
松
風
響
誤
為
波
浪
声
寄
友
賜
我
数
行
書
報
君
一
首
詩
勿
忘
蛍
雪
業
研
幾
攷
々
秋
夜
風
雨
大
風
龍
出
没
暴
雨
鳥
喧
呼
前
嶂
老
楠
樹
明
朝
恐
有
無
」
①
32オ
―69―
観
心
寺
山
前
依
旧
観
心
寺
林
下
新
脩
実
慧
堂
寂
寞
門
庭
人
不
見
籬
辺
黄
菊
自
吹
香
秋
夜
秋
夜
月
無
陰
砌
蛩
草
裏
吟
一
声
孤
雁
暁
独
坐
听
寒
砧
秋
日
秋
日
少
人
到
柴
門
昼
掩
関
丹
楓
映
山
際
黄
菊
遶
籬
間
同
幽
僻
不
人
見
遶
欄
黄
菊
開
春
華
又
秋
葉
歳
月
苦
相
催
秋
夜
」
①
32ウ
秋
夜
独
凭
欄
照
月
色
寒
暁
霜
不
堪
冷
炉
畔
試
龍
団
山
閣
独
立
山
中
閣
画
棟
障
半
天
崢
嶸
呑
宇
宙
突
兀
接
雲
烟
秋
日
即
事
秋
日
多
佳
景
独
吟
歩
嶺
東
乱
蝉
鳴
冷
樹
老
雁
叫
長
空
九
月
梨
華
清
艶
迷
春
色
臨
風
九
月
開
枝
頭
千
点
雪
潔
白
落
成
堆
山
寺
雲
深
峰
頂
寺
寂
寞
不
看
人
籬
下
黄
華
発
林
間
紅
葉
新
松
下
軒
即
事
」
①
33オ
―70―
松
樹
聳
天
当
洞
門
松
風
洗
耳
坐
松
根
吟
臻
日
暮
誰
是
伴
捫
腹
唯
聞
帰
鶴
喧
秋
夜
天
高
征
雁
遠
夜
永
砌
蛩
喧
素
魄
一
輪
満
五
更
猶
閉
門
冬
日
即
事
沙
雁
二
三
字
早
梅
一
両
花
煮
茶
前
澗
落
日
半
林
斜
冬
夜
首
尾
吟
月
満
空
庭
水
満
潭
霜
松
雪
竹
鎖
烟
嵐
梅
華
一
朶
無
人
伴
月
満
空
庭
水
満
潭
水
仙
花
」
①
33ウ
水
仙
叢
裡
発
点
々
吐
芬
芳
清
艶
粧
淡
白
氷
葩
染
嬾
黄
冬
日
即
事
晩
景
北
風
満
前
渓
水
有
声
爨
烟
起
山
麓
照
席
月
鉤
明
牧
童
独
携
蓑
笠
傍
松
立
細
雨
蕭
々
晩
未
晴
歌
罷
秣
牛
月
明
夜
帰
来
鉄
笛
両
三
声
雪
冬
日
寒
風
徹
骨
清
梅
枝
六
出
玉
龍
擎
却
思
今
夜
書
窓
下
不
用
灯
檠
眼
倍
明
雪
夜
」
①
34オ
―71―
寒
風
剪
々
穿
窓

白
雪
蕭
々
散
瓦
鳴
凜
冽
徹
肌 ・
不
堪
冷
囲
炉
睡
起
二
三
更
雪
杖
藜
緩
歩
小
楼
東
六
出
紛
々
飄
点
空
須
臾
白
氈
平
席
地
瑶
華
瓊
樹
四
玲
瓏
同
雪
降
冬
日
暁
整
々
遍
前
崖
因
憶
山
陰
夜
乗
興
訪
戴
逵
除
夕
荏
簿
一
年
尽
崢
横
四
季
終
囲
炉
听
爆
竹
逸
興
自
旡
窮
探
枳
」
①
34ウ
探
梅
緑
水
傍
日
々
冒
雲
回
玉
骨
伝
春
信
数
枝
雪
裡
開
冬
夜
携
枕
就
床
睡
忽
然
暁
夢
驚
蕭
々
蒼
筑
疝
寒
韻
月
中
清
雲
来
去
嶺
頭
雲
紛
々
触
石
飛
傍
華
籠
夜
月
覆
苑
湿
行
衣
登
楼
即
事
独
上
高
楼
思
寂
寥
飛
棟
突
兀
見
凌
霄
寒
鴉
閃
々
青
山
近
晩
樹
悠
々
白
水
遥
冬
暖
如
春
青
笋
三
冬
出
紅
桃
臘
裏
開
山
頭
梅
裁
玉
渓
畔
柳
抽
枚
」
①
35オ
―72―
病
中
作
衰
客
懶
歩
行
自
掛
薬
鐺
烹
炉
畔
睡
眠
裏
忽
聞
狗
吠
声
傀
儡
牽
糸
争
体
態
刻
木
作
機
関
窈
窕
巧
歌
舞
緑
裳
兼
翠
鬟
見
棋
布
陳
闘
鴉
鷺
解
囲
決
死
生
局
終
人
不
見
寂
寞
対
空

山
居
幽
僻
不
人
見
高
眠
離
市
都
猿
啼
青
嶂
裏
犬
吠
白
雲
間
草
閣
連
霄
坐
柴
門
竟
日
関
悠
然
高
詠
外
徐
歩
独
登
山
江
行
」
①
35ウ
夜
行
清
江
上
塞
雁
自
翩
々
掉
礙
壺
中
月
船
侵
鏡
底
天
山
猿
驚
暁
夢
水
鳥
駭
秋
眠
平
岸
芦
萩
戦
佳
興
見
浩
然
題
高
野
山
山
上
幾
精
舎
山
僧
時
続
経
山
間
看
柳
緑
山
色
畳
藍
青
山
口
童
牧
馬
山
腰
鳥
听
霆
山
鴬
歌
杙
木
山
澗
水
冷
々
雪
片
々
夜
来
雪
千
山
皆
潔
白
杖
藜
信
脚
行
路
傍
見
牛
跡
」
①
36オ
―73―
承
応
二
癸
巳
年
行
年
十
五
元
日
二
首
元
正
啓
祚
物
候
新
一
両
声
鴬
精
舎
春
沙
煖
泥
融
花
也
発
満
天
淑
気
転
鴻
鈞
同
春
臻
斗
柄
東
吹
面
受
和
風
芳
草
斉
勲
緑
野
華
称
意
紅
春
日
即
事
早
春
逸
興
催
携
杖
幾
徘
徊
日
暖
遷
鴬
語
風
和
過
雁
回
春
夜
即
興
三
首
緩
歩
杖
藜
踏
雪
封
庵
前
渓
畔
忽
听
鐘
嶺
頭
風
物
凄
凉
」
①
36ウ
処
月
在
梅
梢
第
幾
重
同
門
前
柳
樹
更
鮮

漠
々
宿
烟
似
酒
濃
今
夜
山
庭
無
限
興
梅
華
疎
影
月
溶
々
同
春
夜
勝
遊
争
伎
芸
囲
碁
排
陳
且
論
詩
五
更
睡
覚
灯
檠
下
坐
客
胡
盧
語
鬱
伊
春
寒
春
寒
花
発
遅
坐
久
掩
柴
扉
薄
暮
開
門
戸
紛
々
白
雪
飛
雪
」
①
37オ
―74―
作
堆
春
日
雪
却
恐
庭
榕
拆
圧
柳
自
徘
徊
傍
花
更
凝
闕
又
鴬
鳴
春
夢
驚
六
出
照
窓
明
因
見
村
犬
走
又
聞
折
竹
声
麦
晩
春
秀
麦
多
穂
々
晩
風
抽
隴
上
黄
雲
鋪
畦
中
碧
浪
浮
春
興
燕
忙
千
柳
裏
鴬
囀
百
華
群
日
暖
山
如
染
風
軽
草
欲
薫
花
八
首
花
盛
遶
籬
東
蝶
蜂
逐
暖
風
妖
紅
三
四
朶
艶
紫
百
千
叢
其
二
」
①
37ウ
諂
発
已
茸
々
脂
帯
露
濃
風
前
吐
芬
馥
雨
後
春
容
其
三
花
発
如
図
画
清
香
信
少
双
空
斜
日
後
疎
影
上
紗
窓
其
四
華
盛
蝶
蜂
窺
深
叢
一
段
奇
帳
蒙
連
日
賞
爛
蒟
粉
盈
枝
其
五
朝
露
待
陽
晞
花
多
樹
葉
稀
幾
叢
塵
外
種
鴬
燕
弄
芳
菲
其
六
数
朶
種
庭
除
素
容
雪
不
如
接
枝
偸
造
化
囲
繞
影
扶
疎
其
七
」
①
38オ
―75―
一
樹
秀
墻
隅
枝
々
葉
有
無
爛
蒟
羅
綺
裏
嬾
蕊
上
蜂
鬚
其
八
丹
青
満
野
萋
畳
々
嫩
枝
低
竟
日
縁
相
見
眼
窮
必
欲
迷
探
華
春
日
独
尋
華
清
香
自
水
涯
衙
蜂
争
烽
蕊
黄
鳥
又
々
春
夜
東
風
伝
暖
入
荒
園
柳
上
竹
間
宿
鳥
喧
手
把
枳
花
歩
処
冰
盤
転
出
影
移
軒
春
日
日
暖
風
和
春
日
閑
数
声
黄
鳥
自
関
々
牡
丹
花
発
太
堪
」
①
38ウ
愛
也
以
長
縄
縛
矮
欄
春
雨
一
犂
春
雨
湿
潤
物
正
霏
々
砌
下
楳
花
落
渓
辺
柳
絮
飛
慧
隆
首
座
有
祭
春
日
之
詩
。
厥
文
心
精
辞
綺
而
爛
然
。
可
見
。
予
吟
唱
無
雖
無
根
核
之
深
租
、
承
光
誦
之
末
選
。
春
日
祭
嘗
陳
俎
豆
洽
布
恩
沢
及
生
民
立
看
妙
舞
柳
間
客
争
聞
清
歌
池
畔
人
羽
袖
朷
洫
雲
隔
鶴
裘
宛
転

衫
新
罍
幣
帛
威
儀
整
道
路
捧
華
拝
鬼
神
和
慧
堅
雅
丈
元
旦
韻
并
序
」
①
39オ
―76―
昔
日
一
別
寂
無
音
駅
、
而
今
得
書
及
元
旦
詩
一
。
吁
曠
如
復
面
喜
躍
何
息
其
詩
也
。
金
韻
玉
声
良
令
人
驚
也
。
予
終
日
吟
展
巻
数
、
回
紙
弊
墨
渝
。
猶
不
離
手
焉
。
且
惟
永
納
篋
笥
、
以
為
後
栄
耳
。
雖
愧
襪
才
汚
厳
韻
云
。
丐
慈
斤
。
樹
頭
黄
鳥
弄
新
紅
一
夜
韶
光
満
眼
濃
残
雪
粘
枝
春
詠
饒
焼
痕
茁
緑
天
恩
隆
寺
中
緇
侶
拝
尊
独
禁
裡
公
貴
聖
躬
華
檻
梅
窓
日
晴
後
散
漫
埜
鳥
舞
青
空
竹
軒
寂
寞
竹
軒
裏
凄
清
秋
夜
長
掃
風
碎
冷
篩
月
几
席
凉
」
①
39ウ
春
日
即
景
日
暖
風
和
花
気
清
得
詩
吟
句
賞
春
晴
囲
妝
道
者
笑
相
語
楼
上
丁
々
飛
玉
声
又
信
脚
吟
行
一
杖
藜
芒
鞋
踏
遍
埜
橋
西
郊
原
処
々
多
春
意
楊
柳
浅
深
鴬
乱
啼
又
芳
草
池
浮
日
光
独
書
好
句
入
奚

樹
陰
布
地
黄
	
語
蝶
夢
覚
来
春
昼
長
囲
棋
」
①
40オ
―77―
終
日
囲
棋
意
気
雄
雁
行
雲
陳
用
兵
同
白
瑶
玄
石
争
生
死
一
局
安
危
瞬
息
中
春
雪
剪
々
夜
来
嵐
暁
看
雪
満
庭
冰
凝
作
瓊
桂
梅
上
銀

迥
野
悉
鋪
白
乱
山
皆
失
青
午
天
銷
却
処
還
似
宿
酲
醒
又
白
雪
朝
来
満
地
清
階
庭
更
没
一
塵
生
圧
梅
凝
柳
埜
渓
上
黄
鳥
寒
不
出
声
隠
者
居
得
南
字
幾
株
門
外
柳
々
終
日
独
斟
春
酒
酣
不
識
塵
埃
浮
世
」
①
40ウ
事
幽
人
幾
年
迹
在
山
南
此
第
一
句
誤
在
于
此
。
宜
第
一
句
改
安
之
耳
。
晩
晴
得
来
字
深
院
春
閑
花
自
開
斜
陽
移
影
上
庭
槐
老
縻
耕
罷
欲
帰
去
田
畔
渓
頭
独
往
来
春
寒
花
遅
遶
籬
桃
李
負
佳
期
被
冒
春
寒
花
柝
遅
霖
雨
不
須
滋
万
物
却
将
氷
筋
上
瓊
枝
又
春
寒
惻
々
暮
天
雪
凝
閉
百
花
不
許
開
枝
頭
玉
露
自
成
凍
無
由
帯
土
瘋
根
裁
」
①
41オ
―78―
又東
風
剪
々
透
重
衣
春
日
如
冬
雪
欲
飛
千
樹
帯
寒
花
発
晩
枝
頭
玉
筋
綴
珠

鴬
弄
梭
山
谿
花
木
引
流
鴬
恰
々
遷
喬
百
般
情
見
説
枝
梢
有
羅
織
往
来
悋
疲
幾
梭
声
海
棠
数
樹
海
棠
矮
檻
中
高
低
蜀
錦
染
濃
紅
寒
梢
斜
月
五
更
後
満
院
香
伝
一
陣
風
柳
」
①
41ウ
渓
畔
疎
楊
緑
万
糸
翠
眉
散
乱
帯
烟
垂
黄
梢
上
間
関
語
雨
浣
風
梳
碧
玉
枝
雪
後
行
失
償
起
来
又
失
償
雪
餘
径
路
白
鋪
氈
風
吹
双
袖
吟
肩
聳
蹈
玉
行
過
日
暮
天
晩
眺
晩
鴉
数
点
度
山
腰
雪
鷺
一
双
過
谷
口
此
景
此
時
興
味
多
半
林
斜
日
映
花
俎
春
日
眺
望
賞
心
楽
事
共
悠
々
蹈
翠
尋
芳
作
勝
遊
遠
眺
蕪
菁
黄
世
」
①
42オ
―79―
界
野
田
多
処
有
高
丘
晩
春
野
水
橋
西
小
逕
迷
扶
疎
翠
竹
乱
鴬
啼
晩
春
寂
寞
風
景
少
布
谷
催
耕
燕
椋
泥
杜
魄
断
腸
杜
宇
為
誰
啼
旅
客
思
帰
涙
湿
衣
残
月
林
中
松
樹
上
声
々
唯
叫
不
如
帰
早
行
侵
暁
乗
凉
出
古
龕
東
風
吹
面
興
方
酣
蹈
之
度
嶺
過
渓
上
茅
屋
金
唱
己
三
」
①
42ウ
龍
泉
寺
絶
頂
寺
在
内
州
石
川
郡
孤
山
突
出
白
雲
中
迥
野
乱
峯
景
不
同
天
際
遠
帆
黏
水
去
芒
鞋
竹
杖
楽
無
窮
春
日
即
事
乳
燕
啼
鴬
春
意
濃
庭
花
影
幾
重
々
門
前
忽
見
紅
霞
落
一
陳
東
風
度
老
榕
春
夜
花
辺
明
月
柳
辺
風
譚
話
聚
頭
興
味
濃
榾
拙
茶
過
半
夜
時
聞
山
寺
数
声
鐘
雨
後
摘
蕨
」
①
43オ
―80―
前
嶂
雨
過
春
蕨
肥
独
携
籃
子
出
柴
扉
焼
痕
茁
緑
如
挙
在
曽
是
夷
斉
不
食
飢
春
日
即
興
燕
語
鴬
吟
春
日
閑
庭
花
拆
門
関
飛
泉
落
澗
逾
深
寂
山
路
悠
々
人
自
還
山
村
一
声
啼
鳥
一
株
松
一
曲
牧
歌
一
朶
峯
竹
影
入
窓
推
不
出
時
聞
村
女
夕
陽
春
春
日
籠
袖
林
間
行
一
回
却
思
今
日
午
時
撚
板
橋
東
畔
古
叢
」
①
43ウ
裡
躑
躅
杏
桃
相
逐
開
又
倚
欄
得
句
賞
春
晴
柳
色
花
光
満
眼
明
復
是
一
番
微
雨
後
黄
如
洗
雨
三
声
夜
興
地
炉
活
火
独
烹
茶
背
壁
青
灯
暗
結
花
飢
鼠
両
三
竊
魁
芋
棚
頭
踏
倒
破
沙
鍋
送
春
東
風
不
住
去
如
梭
啼
鳥
一
声
日
已
斜
不
勝
沈
吟
亦
回
首
残
紅
猶
落
両
三
花
」
①
44オ
―81―
首
夏
斗
建
午
日
初
永
野
岸
榴
諂
又
欲
紅
蝴
蝶
不
随
春
色
去
却
来
庭
砌
舞
薫
風
雨
后
山
行
雨
霽
千
峰
緑
於
藍
日
高
欲
上
出
禅
龕
草
鞋
蒻
笠
枯
藜
杖
古
木
叢
中
小
逕
三
夏
初
登
山
松
間
一
逕
碧
苔
封
歩
入
雲
烟
第
幾
重
春
過
林
巒
無
別
事
谿
辺
唯
有
柳
蒙
茸
夏
日
」
①
44ウ
垂
柳
緑
陰
満
野

双
々
燕
子
補
巣
忙
山
蝉
吟
罷
日
将
仄
風
起
方
床
珍
簟
凉
又
庭
院
無
人
佳
景
長
黒
甜
一
枕
傲
羲
皇
幾
声
啼
鳥
夢
驚
覚
日
在
鉤
更
夕
陽
又
一
陣
清
風
値
万
金
登
楼
眺
望
豁
胸
衿
数
株
柳
樹
横
閑
戸
上
有
新
蝉
深
処
吟
又
避
暑
登
高
閣
乗
凉
出
竹
扉
門
庭
無
別
事
黄
鳥
将
雛
帰
」
①
45オ
―82―
夏
夜
一
枕
北
風
興
味
濃
撹
眠
半
夜
数
声
鐘
覚
来
擁
扇
吟
行
処
月
在
花
梢
第
幾
重
夏
雨
天
仂
未
雨
時
蒸
鬱
汗
珠
流
蕭
颯
雨
臻
后
簟
牀
五
月
秋
雨
後
山
亭
即
事
把
住
山
雲
倚
欄
夕
陽
山
外
水
漫
々
山
前
閃
々
数
帰
鳥
雨
後
山
客
晩
未
還
江
辺
秋
夜
秋
夜
無
人
独
倚
欄
山
肩
担
出
水
晶
盤
五
更
不
睡
望
江
」
①
45ウ
上
満
載
月
明
漁
艇
還
喜
雨
旱
皎
作
殃
百
穀
枯
尽
誠
祈
雨
欲
焚
巫
如
令
果
得
神
感
応
数
日
甘
霖
浩
四
隅
中
元
盂
蘭
盆
会
駸
々
歳
月
早
循
環
凄
凉
風
物
届
中
元
泛
舟
赤
壁
本
無
益
淡
飯
茶
供
至
尊
訪
友
不
遇
藤
相
訪
翠
微
肩
独
聳
柴
扉
松
梢
一
鶴
将
雛
静
為
問
遊
人
帰
不
帰
」
①
46オ
―83―
山
居
好
山
似
画
在
門
外
流
水
如
琴
響
屋
辺
谿
畔
野
花
開
口
笑
前
烟
柳
掃
眉
鮮
漁
父
釣
舟
自
背
夕
陽
還
流
入
前
江
第
幾
湾
竹
笛
吹
残
新
月
出
酔
来
帰
臥
芦
華
間
秋
夜
独
立
欄
干
悲
寂
寥
雲
辺
閃
々
望
新
鴻
裁
衣
月
下
多
音
信
砧
杵
数
声
落
暁
風
葉
雨
打
窓
」
①
46ウ
蕭
々
寒
雨
打
疎
櫺
声
遍
四
山
鳴
不
停
料
得
岸
崖
正
崩
潰
暁
看
落
葉
紅
満
庭
山
寺
生
涯
此
処
絶
神
姦
明
月
楼
前
一
帯
山
倚
遍
欄
干
吟
不
已
老
僧
自
与
白
雲
閑
山
寺
秋
日
万
株
松
陰
乱
蝉
鳴
遍
遶
欄
干
日
已
傾
又
聴
楼
辺
飛
瀑
響
仏
前
童
子
誦
経
声
中
秋
雁
陣
一
行
弓
様
寒
長
空
雲
散
転
氷
盤
月
明
銀
漢
三
千
」
①
47オ
―84―
里
人
酔
金
風
十
二
欄
秋
日
即
事
芙
蓉
笑
日
菊
凝
霜
野
店
渓
橋
処
々
香
晩
景
江
山
耐
図
画
一
行
南
雁
下
斜
陽
九
日
蕭
々
木
葉
落
高
林
風
物
重
陽
値
万
金
人
誥
谿
畔
過
是
応
独
向
山
頭
斟
秋
雨
漠
々
雲
烟
籠
遠
嶂
朦
朧
望
眼
不
分
明
看
来
乾
坤
皆
黒
暗
併
作
梧
桐
一
雨
凉
」
①
47ウ
送
別
賓
鴻
未
断
各
西
東
丹
嶂
碧
崖
幾
万
重
他
日
菊
花
拆
紅
処
修
篁
路
畔
夕
陽
春
眺
望
終
日
倚
欄
独
眺
望
風
吹
嵒
瀑
玉
珠
瀉
自
看
木
葉
舞
長
空
錯
認
燕
子
飛
上
下
秋
日
庭
樹
残
蝉
訴
晩
凉
蕭
條
秋
意
満
西
堂
蛩
如
針
耳
吟
空
砌
雁
侶
飛
過
塞
疆
晩
秋
」
①
48オ
―85―
駸
々
歳
月
似
飛
梭
景
物
蕭
條
霜
降
竹
南
北
雁
飛
声
颯
々
西
東
葉
散
影
婆
々
訪
友
不
遇
友
人
迹
隠
烟
霞
訪
入
渓
三
四
家
一
犬
守
籬
茆
屋
晩
茫
々
不
見
去
路

過
惟
岳
禅
師
居
行
過
烟
村
小
径
斜
渓
略
瑙
記
霜
葩
籬
辺
残
菊
秋
已
謝
新
拆
早
枳
一
両
花
秋
夜
梧
葉
蕭
々
響
夜
闌
茅
店
羈
客
涙
無
乾
砌
蛩
声
聒
不
知
」
①
48ウ
暁
黄
菊
籬
辺
珠
露
溥
江
風
江
風
瑟
々
招
手
又
妨
読
書
翳
暁
灯
篷
底
夜
深
清
露
重
引
来
寒
気
作
衣
楞
旅
中
即
事
数
行
賓
雁
千
行
涙
松
下
打
眠
愁
意
長
一
陣
西
風
嶺
頭
晩
紛
々
入
夢
菊
花
香
秋
夜
対
月
秋
晴
銀
漢
掛
冰
盤
光
映
珠
徹
骨
寒
幾
个
閑
人
夜
凭
檻
苦
吟
尋
得
詩
難
」
①
49オ
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晩
秋
山
行
勝
概
世
塵
外
新
吟
杖
中
砧
響
鳴
山
鳥
錦
晒
満
林
楓
秋
日
丹
楓
埜
瑙
上
黄
菊
澗
流
隈
燕
子
辞
巣
去
雁
賓
過
塞
来
晩
秋
山
頭
楓
葉
染
深
紅
籬
畔
菊
花
開
浅
黄
万
里
蒼
天
秋
日
晩
乙
行
南
雁
路
岐
長
山
寺
冬
日
林
罅
斜
陽
鴉
散
乱
山
辺
幽
澗
水
潺
湲
棊
僧
相
対
坐
終
日
窓
外
丹
山
正
欲
昏
」
①
49ウ
謝
寄
梅
春
到
江
南
光
景
好
花
魁
数
朶
寄
贈
来
瓊
葩
玉
蕊
参
差
列
枝
上
更
無
一
点
埃
碧
岩
録
講
演
一
帙
碧
岩
百
則
中
言
々
句
々
悉
流
通
欲
知
清
浄
真
般
若
匝
地
揚
塵
八
面
風
雪
寒
風
剪
出
暮
天
雪
乱
濺
林
梢
駭
宿
禽
景
物
蕭
條
宜
乗
興
孤
掉
月
訪
山
陰
山
居
即
事
」
①
50オ
―87―
幽
居
対
小
園
蘿
蔔
稍
須

漏
断
覚
残
夜
砧
疎
知
遠
村
清
泉
響
幽
澗
白
雪
圧
垣
塵
世
不
関
意
看
書
独
負
暄
松
竹
梅
盤
松
茅
屋
上
蓊
鬱
半
龍
鱗
三
径
竹
擎
雪
一
樹
梅
迎
春
夜
坐
箔
竹
風
凄
移
床
月
已
西
五
更
無
別
事
一
唱
遠
村

象
戯
九
宮
粛
歩
兵
城
破
已
縦
横
飛
砲
要
行
路
出
車
如
有
声
睡
起
睡
起
紙
窓
下
听
鴬
憶
友
生
更
因
斜
日
曜
夢
破
満
空
清
」
①
50ウ
画
鷹
間
一
画
鷹
粛
尓
気
如
鵬
羽
翼
何
時
節
凌
虚
万
里
騰
幽
人
絶
頂
有
幽
士
茆
庵
足
安

三
盃
酒
半
醒
一
枕
睡
方
甜
松
逕
半
腸
曲
茶
園
雀
舌
繊
詩
書
幾
千
巻
満
架
帯
牙
籤
閑
居
花
閑
居
少
送
迎
山
水
鎮
相
従
冒
雨
草
花
拆
満
庭
暁
露
濃
紅
肌
香
惹
蝶
粉
靨
蕊
和
蜂
一
枕
半
窓
後
日
移
砕
影
重
同
春
間
興
味
長
好
句
満
奚

枝
上
有
嬌
艶
葉
間
芬
異
香
」
①
51オ
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脂
鴬
燕
弄
帛
秀
蜂
蝶
忙
我
亦
謝
陶
輩
花
詩
両
不
狂
山
行
拝
律
杖
上
前
嶂
春
来
璧
更
濃
薜
蘿
翠
滴
々
竹
林
烟
重
々
絶
壁
桄
榔
満
旧
渓
苔
蘚
封
石
蹲
山
下
虎
松
臥
水
中
龍
紅
日
拆
花
去
清
香
惹
蝶
蜂
閑
居

幽
人
嘆
陸
沈
隠
迹
在
青
岑
花
落
本
無
事
雲
飛
尚
有
心
一
庭
苔
蘚
密
三
逕
薜
蘿
深
谷
鳥
歌
清
怨
山
蝉
奏
短
琴
泉
鳴
無
調
曲
嶺
響
不
絃
琴
携
杖
行
松
下
看
書
坐
竹
陰
塵
中
懶
似
病
世
上
兀
如

鶴
唳
嶺
頭
舞
猿
啼
巌
下
音
」
①
51ウ
清
風
味
独
笑
明
月
伴
孤
斟
童
子
茶
臼
樵
夫
打
藁
碪
野
狐
更
穿
壁
宿
鳥
已
帰
林
不
管
利
名
客
多
年
只
布
衾
妙
極
堂
遺
稿
巻
之
一
」
①
52オ
―89―
右
遺
稿
巻
之
一
正
徳
五
乙
未
年
十
一
月
廿
八
日
取
稿
本
而
正
字
乱
編
次
之
畢
比
丘
慧
曦
」
①
52ウ
」
①
裏
表
紙
見
返
―90―
」
①
裏
表
紙
（
て
ら
つ
ま
り
え
生
活
機
構
研
究
科
生
活
文
化
研
究
専
攻
修
了
生
）
（
せ
き
ぐ
ち
し
ず
お
歴
史
文
化
学
科
）
―91―
